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この版のまえがき

このまえがきは2017年の原著改訂時に作成されたものです。

改訂版の「Everyday Rails - RSpecによる Railsテスト⼊⾨」を⼿にとっていただき、どうも
ありがとうございます。改訂版をリリースするまで、⻑い時間がかかりました。そして、内
容も⼤きく変わりました。本書を読んだみなさんに「⻑い間待った甲斐があった」と思って
いただけると幸いです。
なぜこんなに時間がかかったのでしょうか？前述のとおり、内容は⼤きく変わりました。
本の内容そのものも変わりましたし、Railsにおける⼀般的なテストの考え⽅も変わっていま
す。まず後者について説明しましょう。Rails 5.0の登場と同時に、Railsチームはコントローラ
のテストを事実上⾮推奨としました。個⼈的にこれは素晴らしいニュースでした。本書の前
の版では説明に 3章も使っていましたが、私も最初はコントローラのテストを理解するのに
⾮常に苦労したのを思い出しました。そして、最近では以前ほどコントローラのテストを書
かなくなりました。
その1年後、Rails 5.1がリリースされ、ついに⾼レベルのシステムテストが組み込まれまし
た。このレベルのテストは本書を最初に出版したときから採⽤していたもので、かつては
Railsに⾃分で組み込む必要がありました。システムテストは RSpecではないので、本書で使
っていたものとまったく同じではありません。ですが、Rails標準の構成で開発したいと思う
⼈たちが、アプリケーションを様々なレベルでテストできるようになったのは、とても素晴
らしいことだと思います。
⼀⽅、RSpecの開発も進んでいます。RSpecにも数多くの新機能が実装され、より表現⼒豊
かにテストを書けるようになりました。私⾃⾝を含め、多くの開発者が今なお RSpecを愛⽤
しています。また、RSpecをアプリケーションに組み込むのに、いくつかの⼿順が必要にな
る点も変わっていません。
以上が⾃分ではコントロールできない、外部で起きた変化です。では次に、私が改訂版の

「Everyday Rails - RSpecによる Railsテスト⼊⾨」に加えた変更をご説明しましょう。きっと以
前の版よりも充実した内容になっているはずです。今回の変更点の多くは、Railsや RSpecそ
れぞれに起きた変化とは関係なく、私⾃⾝が「こうしたい」と思って加えた変更です。
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本書はもともと「Everyday Rails¹」というブログに書いていた記事から始まっています。5年
前、私は Railsアプリケーションのテストの書き⽅について、⾃分が学んだことをブログに書
き始めました。ブログ記事は⼈気を集め、私はそれを新たに書き下ろした内容や、完全なサ
ンプルコードとともに⼀冊の本にまとめることにしました。その後、本書は私の期待をはる
かに超えて多くの⼈たちに読まれ、私が初⼼者だった頃と同じようにテストの書き⽅で困っ
ていた⼈たちを助けました。
それにしてもソフトウェアというのは⾯⽩いもので、その名の通り「ソフト（柔らかい）」
です。対象となる問題を⼤⼩様々な観点から理解するにつれ、問題を解決するためのアプロ
ーチは少しずつ変わってきます。現在私が使っているテストのテクニックは、初期のブログ
記事や本書の初版で書いたテクニックと根本的には同じです。しかし、私はこれまでにその
テクニックを増やし、テクニックを厳選し、さらにテクニックを磨き上げてきました。
この1年間で頭を悩ませたのは、どうやってテストにおける「次のレベルの学び⽅」を本書
に落とし込むか、ということでした。つまり、初⼼者がテストを学び、それから⾃分⾃⾝の
テクニックを増やし、厳選し、磨き上げる⽅法を考えるのに苦労しました。幸いなことに、
本書でもともと採⽤していた学習フレームワークは、今でも正しかったようです。すなわち、
最初は簡単なアプリケーションから始めて、それをブラウザでテストします（もしくは API

であれば、最近は Postmanのようなツールを使うこともあると思います）。それから、⼩さな
単位でテストを書き始めます。最初は明⽩な仕様をテストします。それからもっと複雑なテ
ストを書きます。今度はその順番をひっくり返します。まずテストを書き、それからコード
を書くのです。こうやっていくうちに、効果的なテストの書き⽅が⾝に付いていきます。
そうは⾔うものの、私は前の版で使っていたサンプルアプリケーションに満⾜できていま
せんでした。とてもシンプルなアプリケーションなので、新しいテストテクニックを説明し
ていても読者の頭からアプリの仕様が抜け落ちない点は良かったのですが、そのシンプルさ
ゆえに意味のあるテストコードを追加しづらいのが難点でした。また、簡単な修正をコード
に加えたいだけなのに、全部の章に渡って同じ修正を加えなければならず、バージョン管理
システムで変更の衝突が頻繁に発⽣していたのも苦労した点の⼀つです。改訂版のサンプル
アプリケーションは⼤きくなりましたが、それでも⼤きすぎるレベルではありません。これ
ならずっと快適にテストを書くことができます。ちなみに、これは私が久々にテストファー
ストで書かずに作ったアプリケーションでもあります。
それはさておき、みなさんが本書を楽しみながら読んでくれることを願っています。テス
トを書いたことがないという⽅はもちろん、本書の初版から読んでくれている⽅で、テスト
駆動開発に対する私の考え⽅やその他のテストテクニックがどのように変わってきたのか興

¹https://everydayrails.com

https://everydayrails.com/
https://everydayrails.com/


この版のまえがき 3

味を持っている⽅も、楽しんで読んでもらえると嬉しいです。公開前に⾃分で何度も読み直
し、問題が無いことを確認したつもりですが、もしかすると読者のみなさんは内容の誤りに
気付いたり、別のもっと良い⽅法を知っていたりするかもしれません。間違いを⾒つけたり、
何か良いアイデアがあったりする場合は、このリリース⽤の GitHub issues²にぜひ報告してく
ださい。できるだけ素早く対処します。（訳注:⽇本語版のフィードバックはこちら³からお願
いします）
改めてみなさんに感謝します。みなさんにこの改訂版を気に⼊ってもらえることを願って
います。そして Githubや Twitter、Eメールでみなさんの感想が聞けることも楽しみにしてい
ます。

²https://github.com/everydayrails/everydayrails-rspec-2017/issues
³https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/issues

https://github.com/everydayrails/everydayrails-rspec-2017/issues
https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/issues
https://github.com/everydayrails/everydayrails-rspec-2017/issues
https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/issues


⽇本語版のまえがき

このまえがきは⽇本語版の初版リリース時に作成されたものです。

私は好運です。
英語は私の⺟国語です。そして英語は技術⽂書の⾮公式な共通⾔語になっているようです。
私は数多くの本やブログ、スクリーンキャストで勉強し、テスト駆動開発と RSpecを理解す
ることができました。そしてついに、⾃分でその本を書くこともできました。私には想像す
ることしかできませんが、世界中のソフトウェア開発者の多くは新しいプログラミング⾔語
を学ぶだけでなく、関連する情報源が書かれている外国語もがんばって学ぶ必要があるんで
すよね。
そして、私はまたもや好運であり、⼤変嬉しく思っています。なぜかといえば、同じ Rubyist

である伊藤淳⼀さん、⿂振江さん、秋元利春さんが⽇本語で読みたがっているプログラマの
ために、Everyday Rails Testing with RSpecをがんばって翻訳してくれたからです。彼らは本書
を新しい読者に届けてくれただけでなく、今後のバージョンの改善に役⽴つ貴重なフィード
バックも返してくれました。
読者のみなさんが淳⼀さん、振江さん、利春さんの努⼒の成果を私と同じぐらい楽しんで、
感謝することを願っています。そして、あなたの今後の Rails開発にも好運が訪れることを願
っています！
 
Aaron Sumner

Author

Everyday Rails Testing with RSpec



⽇本語版独⾃のアップデート内容について
本書は2017年11⽉に改訂された Everyday Rails Testing with RSpec⁴の内容をベースに、原著者
の許可を得た上で⽇本語版独⾃のアップデートを加えたものです。具体的には以下の点が原
著と異なります。

• サンプルアプリケーションを Rails 7.1で作り直している（原著は Rails 5.1）
• RSpec Rails 6.1を対象バージョンとして解説している（原著は RSpec Rails 3.6）
• フィーチャスペックの章（第6章）をはじめとして、フィーチャスペックで書かれてい
たテストをすべてシステムスペックで書き直している

• ファイルアップロード機能を Active Storageで実装している（原著は Paperclip gem）
• その他、2024年1⽉時点で最新の Railsや最新の gemの仕様に合わせて説明やサンプルコ
ードを修正している

サンプルアプリケーションのソースコードも⽇本語版専⽤の GitHubリポジトリで公開し
ています。
https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024

なお、2022年のアップデート以降、翻訳者が伊藤淳⼀、秋元利春、⿂振江の3⼈体制から、
伊藤淳⼀のみに変わっています。

⁴https://leanpub.com/everydayrailsrspec

https://leanpub.com/everydayrailsrspec
https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024
https://leanpub.com/everydayrailsrspec


1.イントロダクション
Ruby on Railsと⾃動テストは相性の良い組み合わせです。Railsにはデフォルトのテストフ
レームワークが付いてきます。ジェネレータを動かせば⾃動的にひな型となるテストファイ
ルも作られるので、すぐに⾃分⾃⾝のテストコードを書き込むことができます。とはいえ、
Railsでテストを全く書かずに開発する⼈や、書いたとしても⼤して役に⽴たない、もしくは
書いてもほとんど意味のないスペックをちょこっと書いて終わらせるような⼈もたくさんい
ます。
これにはいくつかの理由があると私は考えています。⼈によっては Rubyや規約の厳しい

webフレームワークを覚えることだけで精⼀杯になってしまい、そこへさらに新しい技術が
増えるのは余計な仕事としか思えないのかもしれません。もしくは時間の制約が問題にな
っている可能性もあります。テストを書く時間が増えることによって、顧客や上司から要求
されている機能に費やす時間が減ってしまうからです。もしくはブラウザのリンクをクリッ
クするのがテストであるという習慣から抜け出せなくなっているだけかもしれません。
私も同じでした。私は⾃分のことを正真正銘のエンジニアだとは思ったことはありません
が、解決すべき問題を持っているという点ではエンジニアと同じです。そしてたいていの場
合、ソフトウェアを構築する中でそうした問題の解決策を⾒つけています。私は1995年から
webアプリケーションを開発しており、予算の乏しい公共セクターのプロジェクトを⻑い間
⼀⼈で担当しています。⼩さいころに BASICをさわったり、⼤学で C++をちょっとやった
り、社会⼈になってから⼊った2社⽬の会社で役に⽴たない Javaのトレーニングを⼀週間ほ
ど受講したりしたことはありましたが、ソフトウェア開発のまともな教育というものは全く
受けたことがありません。実際、私は2005年まで PHPで書かれたひどいスパゲティプログラ
ム⁵をハックしていて、それからようやく webアプリケーションのもっと上⼿な開発⽅法を
探し始めました。
私はかつて Rubyを触ったことはありましたが、真剣に使い始めたのは Railsが注⽬を集め
出してからです。Rubyや Railsには学習しなければいけないことがたくさんありました。た
とえば、新しい⾔語やアーキテクチャ、よりオブジェクト指向らしいアプローチ等々です
（Railsにおけるオブジェクト指向を疑問に思う⼈がいるかもしれませんが、フレームワーク
を使っていなかったころに⽐べれば、私のコードはずっとオブジェクト指向らしくなりまし
た）。このように新しいチャレンジはいくらか必要だったものの、それでもフレームワーク

⁵http://en.wikipedia.org/wiki/Spaghetti_code

http://en.wikipedia.org/wiki/Spaghetti_code
http://en.wikipedia.org/wiki/Spaghetti_code
http://en.wikipedia.org/wiki/Spaghetti_code
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を使わずに開発していた時代に⽐べると、ずっと短い時間で複雑なアプリケーションが作れ
ました。こうして私は夢中になったのです。
とはいえ、Railsに関する初期の書籍やチュートリアルは、テストのような良いプラクティ
スよりも開発スピード（15分でブログアプリケーションを作る！）にフォーカスしていまし
た。テストの説明は全くなかったか、説明されていたとしても、たいてい最後の⽅に⼀章だ
けしか⽤意されてませんでした。最近の書籍や web上の情報源ではその⽋点に対処してお
り、アプリケーション全体をテストする⽅法を初めから説明しているように思います。加え
て、テストについて専⾨的に書かれた本はたくさんありますが、テストの実践⽅法をしっ
かり⾝につけていないと開発者（特にかつての私と同じような⽴場の開発者）の多くは⼀貫
したテスト戦略を考えられないかもしれません。もしテストが多少あったとしても、そのよ
うなテストは信頼できるものではなかったり、あまり意味のないテストだったりします。そ
んなテストでは⾃信をもって開発することはできません。
本書の第⼀のゴールは私の役に⽴っている⼀貫した戦略をあなたに伝えることです。そ
してその戦略を使って、あなたも⼀貫したテスト戦略をとれるように願っています。私の戦
略が正しく、本書でそれをうまく伝えることができれば、あなたは⾃信をもってテストが書
けるようになります。そうすればコードに変更を加えるのも簡単になります。なぜなら、テ
ストコードがアプリケーションをしっかり守り、何かがおかしくなったらあなたにすぐ知ら
せてくれるからです。

なぜ RSpecなのか？
誤解がないように⾔っておきますが、私は Ruby⽤の他のテストフレームワークを悪く⾔
うつもりはありません。実際、単体の Rubyライブラリを書くときは MiniTestをよく使って
います。しかし、Railsアプリケーションを開発し、テストするときは RSpecを使い続けてい
ます。
私にはコピーライティングとソフトウェア開発のバックグラウンドがあるせいかもしれま
せんが、RSpecを使うと読みやすいスペックが簡単に書けます。これが私にとって⼀番の決
め⼿でした。のちほど本書でお話ししますが、技術者ではなくても⼤半の⼈々が RSpecで書
かれたスペックを読み、その内容を理解できたのです。RSpecを使って⾃分のソフトウェア
の期待する振る舞いを記述することは、もはや私の習慣になってしまったと⾔ってよいでし
ょう。RSpecの構⽂はスラスラと私の指先から流れ出してきます。そして、将来何か変更を
加えたくなったときでも、相変わらず読みやすいです。
本書の第⼆のゴールは⽇常的によく使う RSpecの機能と構⽂をあなたが使いこなせるよう
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に⼿助けすることです。RSpecは複雑なフレームワークです。しかし、多くの複雑なシステム
がそうであるように、8割の作業は2割の機能で済ませられるはずです。なので、本書は RSpec

や Capybaraのような周辺ライブラリの完全ガイドにはなっていません。そのかわり、Railsア
プリケーションをテストする際に私が何年にもわたって使ってきたツールに焦点を絞って説
明しています。また、本書ではよくありがちなパターンも説明します。本書では具体的に説
明していない問題に遭遇したときも、あなたがこのパターンをちゃんと理解していれば、⻑
時間ハマることなく、すぐに解決策をみつけることができるはずです。

対象となる読者
もし Railsがあなたにとって初めての webアプリケーションだったり、これまでのプログ
ラマ⼈⽣でテストの経験がそれほどなかったりするなら、本書はきっと良い⼊⾨書になると
思います。もし、あなたが全くの Rails初⼼者なら、この「Everyday Rails - RSpecによる Rails

テスト⼊⾨」を読む前に、Michael Hartlの Railsチュートリアルや、Daniel Kehoeの Learn Ruby

on Rails、もしくは Sam Rubyの RailsによるアジャイルWebアプリケーション開発といった
書籍で Railsの開発や基礎的なテスト⽅法を学習しておいた⽅が良いかもしれません。なぜ
なら、本書はあなたがすでに Railsの基礎知識を⾝につけていることを前提としているから
です。⾔い換えると、本書では Railsの使い⽅は説明しません。また、Railsに組みこまれてい
るテストツールを最初から紹介することもしません。そうではなく、RSpecといくつかの追
加ライブラリをインストールします。追加ライブラリはテストのプロセスをできるだけ理解
しやすく、そして管理しやすくするために使います。というわけで、もしあなたが Rails初⼼
者なのであれば、まず先ほどの資料を読み、それから本書に戻ってきてください。

本書の巻末にある「Railsのテストに関するさらなる情報源」も参考にしてください。
このページではここで紹介した資料や、その他の書籍、Webサイト、テスト関連の
チュートリアルのリンクを載せています。

もしあなたが Railsの開発経験は多少あるものの、テストにはまだ馴染めていない開発者
なのであれば、まさに本書は最適です！私もかつてはずっとあなたと同じでしたが、私は本
書で紹介するようなテクニックでテストカバレッジを向上させ、テスト駆動開発者らしい考
え⽅を⾝につけることができました。あなたも私と同じようにこうしたテクニックを⾝につ
けてくれることを私は願っています。
ところで、本書で前提としている読者の知識や経験を具体的に挙げると、次のようになり
ます。
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• Railsで使われているサーバーサイドのModel-View-Controller規約
• gemの依存関係を管理する Bundler

• Railsコマンドの実⾏⽅法
• リポジトリのブランチを切り替えられるぐらいの Git知識

もしあなたが Test::Unitや MiniTest、もしくは RSpecそのものに慣れていて、⾃信をもって
開発できるワークフローを確⽴している場合、本書を読むことでテストのアプローチを多少
改善できるかもしれません。私なりのテストのアプローチから、単にコードをテストするだ
けでなく、意図をもってテストする⽅法を学んでいただければ、と思います。
本書はテスト理論に関する本ではありません。また、⻑年使われてきたソフトウェアに

ありがちなパフォーマンス問題を深く掘り下げるわけでもありません。本書を読むよりも、
他の書籍を読んだ⽅が役⽴つかもしれません。本書の巻末にある「Railsのテストに関するさ
らなる情報源」を参考にしてください。このページではここで紹介した資料や、その他の書
籍、Webサイト、テスト関連のチュートリアルのリンクを載せています。

私が考えるテストの原則
どういった種類のテストが⼀番良いのですか？単体テストですか？それとも統合テストで
すか？私はテスト駆動開発（TDD）を練習すべきでしょうか？それとも振る舞い駆動開発
（BDD）を練習すべきですか？（そして両者の違いは何ですか？）私はコードを書く前にテス
トを書くべきでしょうか？それとも、コードのあとに書くべきでしょうか？そもそもテスト
を書くのをサボってもいいのでしょうか？

Rails をテストする 正しい ⽅法というテーマで議論をすると、プログラマの間で⼤げ
んかが始まるかもしれません。まあ、Mac対 PCや、Vim対 Emacsのような論争ほど激し
くないとは思いますが、それでも Rubyistの中で不穏な空気が流れそうです。実際、David

Heinmeier-Hansenは Railsconf 2014でTDDは「死んだ」と発⾔し⁶、Railsのテストについて近年
新たな議論を巻き起こしました。
確かにテストの正しい⽅法は存在します。しかし私に⾔わせれば、テストに関してはその
正しさの度合いが異なるだけです。
私のアプローチでは次のような基本的な信条に焦点を当てています。

• テストは信頼できるものであること
• テストは簡単に書けること
⁶http://david.heinemeierhansson.com/2014/tdd-is-dead-long-live-testing.html

http://david.heinemeierhansson.com/2014/tdd-is-dead-long-live-testing.html
http://david.heinemeierhansson.com/2014/tdd-is-dead-long-live-testing.html
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• テストは簡単に理解できること（今⽇も将来も）

つまり、テストはあなたに開発者としての⾃信を付けさせるものであるべきなのです。こ
の三つの要素を意識しながら実践すれば、アプリケーションにしっかりしたテストスイート
ができあがっていきます。もちろん、あなたが本物のテスト駆動開発者に近づいていくこと
は⾔うまでもありません。
⼀⽅、それと引き替えに失うものもあります。具体的には次のようなことです。

• スピードは重視しません。ただし、これについてはのちほど説明します。
• テストの中では過度に DRYなコードを⽬指しません。なぜならテストにおいては DRY

でないコードは必ずしも悪とは限らないからです。この点ものちほど説明します。

とはいえ結局、⼀番⼤事なことはテストが存在することです。信頼性が⾼く、理解しやす
いテストが書いてあることが⼤事な出発点になります。何から何まで完璧である必要はあり
ません。かつて私はたくさんアプリケーション側のコードを書き、ブラウザをあちこちクリ
ックすることで “テスト”し、うまく動くことを祈っていました。しかし、前述したアプロー
チによって、こうした問題をついに乗り越えることができました。完全に⾃動化されたテス
トスイートを利⽤すれば、開発を加速させ、潜在的なバグや境界値に潜む問題をあぶり出す
ことができるのです。
そして、このアプローチこそがこれから本書で説明していく内容です。

本書の構成
本書「Everyday Rails - RSpecによる Railsテスト⼊⾨」では、標準的な Railsアプリケーショ
ンが全くテストされていない状態から、RSpecを使ってきちんとテストされるまでを順に説
明していきます。本書では Rails 7.1と RSpec Rails 6.1（RSpec本体のバージョンは3.12）を使⽤
します。これはどちらも執筆時点の現⾏バージョンです。
本書は次のようなテーマに分けられています。

• あなたが今読んでいるのが第1章イントロダクションです。
• 第2章 RSpecのセットアップでは、新規、もしくは既存の Railsアプリケーションで RSpec

が使えるようにセットアップします。
• 第3章モデルスペックでは、シンプルでも信頼性の⾼い単体テストを通じてモデルをテ
ストしていきます。

• 第4章意味のあるテストデータの作成では、テストデータを作成するテクニックを説明
します。
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• 第5章コントローラスペックでは、コントローラに対して直接テストを書いていきま
す。

• 第6章システムスペックで UIをテストするでは、システムスペックを使った統合テス
トを説明します。統合テストを使えば、アプリケーション内の異なるパーツがお互いに
きちんとやりとりできることをテストできます。

• 第7章リクエストスペックで APIをテストするでは、昔ながらの UIを使わずに直接 API

をテストする⽅法を説明します。
• 第8章スペックを DRYに保つでは、いつどのようにしてテストの重複を減らすのか、そ
していつ、そのままにすべきなのかを議論します。

• 第9章速くテストを書き、速いテストを書くでは、効率的にテストを書くテクニックと、
素早いフィードバックを得るために実⾏対象のテストを絞り込む⽅法を説明します。

• 第10章その他のテストではメール送信やファイルアップロード、外部のWebサービス
といった、これまでに説明してこなかった機能のテストについて説明します。

• 第11章テスト駆動開発に向けてではステップ・バイ・ステップ形式でテスト駆動開発
の実践⽅法をデモンストレーションします。

• そして、第12章最後のアドバイスで、これまで説明してきた内容を全部まとめます。

各章にはステップ・バイ・ステップ形式の説明を取り⼊れています。これは私が⾃分⾃⾝
のソフトウェアでテストスキルを上達させたのと同じ⼿順になっています。また、多くの章
ではどうテストし、なぜテストするのかをしっかり考えてもらうための Q&Aセクションで
締めくくり、そのあとに演習問題が続きます。この演習問題はその章で習ったテクニックを
⾃分で使ってみるために⽤意しています。繰り返しますが、あなた⾃⾝のアプリケーション
でこうした演習問題に取り組んでみることを私は強く推奨します。⼀つはチュートリアルの
内容を復習するためで、もう⼀つはあなたが学んだことをあなた⾃⾝の状況で応⽤するため
です。本書では⼀緒にアプリケーションを作っていくのではなく、単にコードのパターンや
テクニックを掘り下げていくだけです。ここで学んだテクニックを使い、あなた⾃⾝のプロ
ジェクトを改善させましょう！

サンプルコードのダウンロード
本書のサンプルコードは GitHubにあります。このアプリケーションではテストコードも
完全に書かれています。

ソースを⼊⼿しましょう！

https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024

https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024


1. イントロダクション 12

2022年に本書のアップデートを⾏ったタイミングで、⽇本語版は独⾃のサンプルコ
ードを提供することになりました。原著のソースコードを参照したい場合は https:

//github.com/everydayrails/everydayrails-rspec-2017にアクセスしてください。

もし Gitの扱いに慣れているなら（Rails開発者ならきっと⼤丈夫なはず）、サンプルコード
をあなたのコンピュータにクローン（clone）することもできます。各章の成果物はそれぞれ
ブランチを分けています。各章のソースを開くと完成後のコードが⾒られます。本書を読み
ながら実際に⼿を動かす場合は、⼀つ前の章のソースを開くと良いでしょう。各ブランチに
は章番号を振ってあります。各章の最初でチェックアウトすべきブランチをお伝えし、現在
の章と⼀つ前の章で発⽣する変更点を確認できるリンクを紹介します。
本書はどの章も⼀つ前の章のソースコードに変更を加えていく流れで構成されています。
なので、現在の章のスタート地点として⼀つ前の章を使うことができます。たとえば、第5章
のコードを最初から順に⼊⼒していきたいのであれば、第4章のコードから書き始めてくだ
さい。

$ git checkout -b my-05-controllers origin/04-factories

Gitの扱いに慣れていなくても各章のサンプルコードをダウンロードすることは可能です。
まず GitHubのプロジェクトページを開いてください。それからブランチセレクタでその章
のブランチを選択します。

https://github.com/everydayrails/everydayrails-rspec-2017
https://github.com/everydayrails/everydayrails-rspec-2017
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最後に ZIPダウンロードリンクをクリックします。クリックするとソースコードをコンピ
ュータに保存できます。
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Git Immersion⁷は実際に⼿を動かしながら Gitのコマンドライン操作の基本を学ぶこ
とができる素晴らしいサイトです。Try Git⁸もそのようなサイトです。

コードの⽅針
このアプリケーションは次の環境で動作します。

• Rails 7.1:最新バージョンの Railsが本書のメインターゲットです。私が知る限り、Rails

5.1以上であれば本書で紹介しているテクニックは適⽤できるはずです。サンプルコー
ドによっては違いが出るかもしれませんが、差異が出そうな箇所はできる限り伝えてい
きます。

• Ruby 3.3: Rails 7.1では Ruby 2.7以上が必須です。本書では執筆時点の最新バージョンであ
る Ruby 3.3を使⽤します。

⁷http://gitimmersion.com/
⁸http://try.github.io

http://gitimmersion.com/
http://try.github.io/
http://gitimmersion.com/
http://try.github.io/
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• RSpec Rails 6.1と RSpec 3.12: RSpecは Rails専⽤の機能を提供する RSpec Rails（rspec-rails）
と、RSpecの本体である RSpec（rspec-core）がそれぞれ独⽴した gemとしてリリースさ
れています。どちらも本書執筆時点の最新バージョンです。以前は RSpecと RSpec Rails

はバージョン番号を統⼀してリリースされていましたが、RSpec Rails 4.0からバージョン
番号は別々に更新されるようになりました。

本書で使⽤しているバージョン固有の⽤法等があれば、できる限り伝えていきます。もし
Rails、RSpec、Rubyのどれかで古いバージョンを使っているなら、本書の以前の版をダウン
ロードしてください。以前の版は Leanpubからダウンロードできます。個々の機能はきれい
に対応しませんが、バージョン違いに起因する基本的な差異は理解できるもしれません。
もう⼀度⾔いますが、本書はよくありがちなチュートリアルではありません！本書に載せ

ているコードはアプリケーションをゼロから順番に作ることを想定していません。本書では
テストのパターンと習慣を学習し、あなた⾃⾝の Railsアプリケーションに適⽤してもらう
ことを想定しています。⾔いかえると、コードをコピー＆ペーストすることができるとはい
え、そんなことをしても全くあなたのためにならないということです。あなたはこのような
学習⽅法を Zed ShawのLearn Code the Hard Wayシリーズ⁹で知っているかもしれません。
「Everyday Rails - RSpecによる Railsテスト⼊⾨」はそれと全く同じスタイルではありませ
んが、私は Zedの考え⽅に同意しています。すなわち、何か学びたいものがあるときは Stack

Overflowや電⼦書籍からコピー＆ペーストするのではなく、⾃分でコードをタイピングした
⽅が良い、ということです。

間違いを⾒つけた場合
私はたくさんの時間と労⼒をつぎ込んで「Everyday Rails - RSpecによる Railsテスト⼊⾨」を
できる限り間違いのない本にしようとしてきましたが、私が⾒落とした間違いにあなたは気
付くかもしれません。そんなときは GitHubの issuesページで間違いを報告したり詳細を尋ね
たりしてください。https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/issues

（訳注:この URLは⽇本語版専⽤の issuesページなので、⽇本語で質問できます。ただし、「サ
ンプルアプリケーションがうまく動かない」といった技術的な質問はこの issuesページでは
なく、Teratail¹⁰のようなプログラマ向け Q&Aサイトで質問してもらえると助かります）

⁹http://learncodethehardway.org/
¹⁰https://teratail.com/

http://learncodethehardway.org/
https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/issues
https://teratail.com/
http://learncodethehardway.org/
https://teratail.com/
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gemのバージョンに関する注意点
本書と本書のサンプルアプリケーションで使⽤している gemのバージョンは、この RSpec

Rails 6.1/Rails 7.1版を執筆していたとき（2024年1⽉）の現⾏バージョンです。当然、どの gem

も頻繁にアップデートされますので、Rubygems.orgや GitHub、またはお気に⼊りの Ruby新
着情報フィードでアップデート情報をチェックしてください。

サンプルアプリケーションについて
本書で使⽤するサンプルアプリケーションはプロジェクト管理アプリです。Trello や

Basecampほど多機能でカッコいいものではありませんが、テストを書き始めるためには⼗分
な機能を備えています。
はじめに、このアプリケーションは次のような機能を持っています。

• ユーザーはプロジェクトを追加できる。追加したプロジェクトはそのユーザーにだけ⾒
える。

• ユーザーはタスクとメモと添付ファイルをプロジェクトに追加できる。
• ユーザーはタスクを完了済みにできる。
• 開発者はパブリック APIを使って、外部のクライアントアプリケーションを開発でき
る。

私はここまで意図的に Railsのデフォルトのジェネレータだけを使ってアプリケーション
全体を作成しました（01_untested¹¹ブランチにあるサンプルコードを参照）。つまりこれは
test ディレクトリに何も変更していないテストファイルとフィクスチャがそのまま格納され
ているということです。この時点で bin/rails testを実⾏すると、いくつかのテストはそ
のままでパスするかもしれません。しかし、本書は RSpecの本ですので、testフォルダは⽤無
しになります。RSpecが使えるように Railsをセットアップし、信頼できるテストスイートを
構築していきましょう。これが今から私たちが順を追って⾒ていく内容です。
まず最初にすべきことは、RSpecを使うようにアプリケーションの設定を変更することで

す。では始めましょう！

サンプルアプリケーションのセットアップ⼿順

¹¹https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/tree/01-untested

https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/tree/01-untested
https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/tree/01-untested
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この項は⽇本語版独⾃の補⾜説明です。

サンプルアプリケーションを実際に動かす場合は以下の⼿順でセットアップしてくださ
い。
まず、サンプルアプリケーションには以下のツールやソフトウェアが必要です。不⾜して
いる場合は適宜インストールしてください。

• Ruby 3.3.0（ただし、Ruby 3.0.0以上であれば動作することを確認しています）
• Git

• Google Chrome（執筆時点のバージョンは120）

インストールが済んだらターミナル上で次のコマンドを⼊⼒してセットアップします。

# ソースコードのダウンロード
git clone https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024.git

# ディレクトリの移動
cd everydayrails-rspec-jp-2024

# 使⽤する Ruby バージョンを指定（本書では3.3.0を推奨。下記コマンドは rbenv を使⽤する場合）
rbenv local 3.3.0

# gem のインストールやデータベースのセットアップ等
bin/setup

# サーバーの起動
bin/rails s

Listening on http://127.0.0.1:3000のような表⽰がターミナルに表⽰されれば OKです。
http://localhost:3000にブラウザでアクセスするとホームページが表⽰されます。

http://localhost:3000


1. イントロダクション 18

“Sign up”のリンクを開くとユーザー登録ができ、サンプルアプリケーションを使えるよう
になります。サーバーを停⽌する場合は Ctrl-Cで停⽌できます。
上記の⼿順でセットアップした場合は現在のブランチが mainブランチになっているはず
です。以下のコマンドを実⾏して既存のテストがすべてパスすることも確認しておきましょ
う。

bundle exec rspec

以下のような表⽰で終了していれば RSpecも正常に動作しています。

Finished in 2.88 seconds (files took 2.39 seconds to load)

70 examples, 0 failures

サーバーが起動しない、テストが正常に動作しない、といった技術的な質問は teratail¹²の
ようなプログラマ向け Q&Aサイトで質問してください。それでも問題が解決しない場合
はGitHubの issuesページ¹³で質問していただいて構いません。

¹²https://teratail.com/
¹³https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/issues

https://teratail.com/
https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/issues
https://teratail.com/
https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/issues


2. RSpecのセットアップ
第1章で述べたように、プロジェクト管理アプリケーションは動いています。少なくとも

動いているとは⾔えるのですが、その根拠は何かと⾔われたら、リンクをクリックし、ダミ
ーのアカウントとプロジェクトをいくつか作り、ブラウザを使ってデータを追加したり編集
したりできた、ということだけです。もちろん、機能を追加するたびに毎回こんなやり⽅を
繰り返しているといつか破綻します。このアプリケーションへ新しい機能を追加する前に、
私たちはいったん⼿を⽌め、RSpecを使って⾃動化されたテストスイートを追加する必要が
あります。私たちはここから先のいくつかの章にわたってこのアプリケーションにどんどん
テストを追加していきます。最初は RSpecだけで始め、それからその他のテスト⽤のライブ
ラリを必要に応じてテストスイートに追加していきます。
最初に、RSpecをインストールし、RSpecを使ってテストできるようにアプリケーションを
設定しなければなりません。ちょっと前までは RSpecと Railsを組み合わせて使うためにそこ
そこの労⼒が必要でしたが、今はもう違います。とはいえ、それでもスペックを書く前にい
くつかの gemをインストールし、ちょっとした設定を⾏う必要はあります。
この章では次のようなタスクを完了させます。

• まず Bundlerを使って、RSpecをインストールするところから始めます。
• 必要に応じてテスト⽤データベースの確認とインストールを⾏います。
• 次にテストしたい項⽬をテストできるように RSpecを設定します。
• 最後に、新しい機能を追加するときにテスト⽤のファイルを⾃動⽣成できるよう、Rails

アプリケーションを設定します。

この章で発⽣する変更点全体は GitHub上のこの diff¹⁴で確認できます。

最初から⼀緒にコードを書いていきたい場合は第1章の指⽰に従ってリポジトリを
クローンし、それから1つ前の章のブランチからスタートしてください。

git checkout -b my-02-setup origin/01-untested

¹⁴https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/compare/01-untested...02-setup

https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/compare/01-untested...02-setup
https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/compare/01-untested...02-setup
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Gemfile

RSpecは Railsアプリケーションにデフォルトでは含まれていないため、まずインストール
する必要があります。RSpecをインストールするためには Bundlerを使います。Gemfileを開
き、RSpecをそこに追加しましょう。
Gemfile

group :development, :test do

# Rails で元から追加されている gem は省略

gem 'rspec-rails'

end

もしあなたが⾃分で作った既存のアプリケーションで作業している場合は、Gemfile

の書き⽅が上のコードと若⼲異なるかもしれません。このように書く理由は開発環
境とテスト環境の両⽅で、rspec-railsを読み込むためです。ただし、本番環境では
読み込みません。⾔い換えるなら、あなたはサーバー上ではテストを実⾏しない、と
いうことです。

⽇本語版のサンプルアプリケーションでは最初から Gemfileに rspec-railsを追加してあるの
で、Gemfileを編集する必要はありません。これは執筆時点のバージョンと異なるバージョ
ンの rspec-railsがインストールされるのを避けるためです。bundleコマンドを実⾏すれば
Gemfile.lockに記載されたバージョンの rspec-railsがインストールされます。

少し詳しい話をすると、ここでは rspec-railsライブラリをインストールしようとしていま
す。rspec-railsには rspec-coreとその他の独⽴した gemが含まれます。もしあなたが Sinatraア
プリケーションやその他の⾮ Railsアプリケーションをテストするために RSpecを使いたい
場合は、そうした gemを個別にインストールしなければなりません。rspec-railsは必要な gem

をひとつにパッケージングし、インストールを楽にしてくれます。また、それに加えて、こ
のあとで説明する Rails向けの便利機能も提供してくれます。
コマンドラインから bundleコマンドを実⾏して、rspec-railsと関連する gemをシステムに
インストールしてください。これで私たちのアプリケーションは、堅牢なテストスイートを
構築するために必要な最初のブロックを⼿に⼊れました。続いて、テスト⽤のデータベース
を作成しましょう。
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テストデータベース
もし既存の Railsアプリケーションにスペックを追加するのであれば、もうすでにテスト
データベースを作ってあるかもしれません。作っていないのなら、追加する⽅法を今から説
明します。

config/database.ymlというファイルを開き、あなたのアプリケーションがどのデータベース
にアクセスできるか確認してください。もしこのファイルを全く変更していなければ、次の
ようになっているはずです。たとえば SQLiteであればこうなっています。
config/database.yml

1 test:

2 <<: *default

3 database: db/test.sqlite3

MySQLや PostgreSQLを使っている場合はこうなります。
config/database.yml

1 test:

2 <<: *default

3 database: projects_test

こうしたコードが⾒つからなければ、必要なコードを config/database.yml に追加しましょ
う。projects_testの部分は⾃分のアプリケーションにあわせて適切に置き換えてください。

もしあなたのデータベース設定が上の例と異なっている場合は、Railsガイドの「Rails

アプリケーションを設定する¹⁵」を参照してください。

最後に、次の rakeタスクを実⾏して接続可能なデータベースを作成しましょう。

$ bin/rails db:create:all

もしテストデータベースをまだ作っていないなら、今実⾏してみてください。すでに作成
済みなら、railsタスクはテストデータベースがすでにあることをちゃんと教えてくれるは
ずです。既存のデータベースを間違って消してしまう⼼配はいりません。では RSpec⾃体の
設定に進みましょう。

¹⁵https://railsguides.jp/configuring.html

https://railsguides.jp/configuring.html
https://railsguides.jp/configuring.html
https://railsguides.jp/configuring.html
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RSpecの設定
これでアプリケーションに specフォルダを追加し、RSpecの基本的な設定ができるように
なりました。次のようなコマンドを使って RSpecをインストールしましょう。

$ bin/rails generate rspec:install

するとジェネレータはこんな情報を表⽰します。

create .rspec

create spec

create spec/spec_helper.rb

create spec/rails_helper.rb

ここで作成されたのは、RSpec⽤の設定ファイル（.rspec）と、私たちが作成したスペック
ファイルを格納するディレクトリ（spec）、それと、のちほど RSpecの動きをカスタマイズ
するヘルパーファイル（spec/spec_helper.rbと spec/rails_helper.rb）です。最後の2つのファイル
にはカスタマイズできる内容がコメントで詳しく書かれています。今はまだ全部読む必要は
ありませんが、あなたにとって RSpecが Rails開発に⽋かせないものになってきた頃に、設定
をいろいろ変えながらコメントを読んでみることを強くお勧めします。設定の役割を理解す
るためにはそうするのが⼀番です。
次に、必須ではありませんが、私は RSpecの出⼒をデフォルトの形式から読みやすいドキ
ュメント形式に変更するのが好みです。これによってテストスイートの実⾏中にどのスペッ
クがパスし、どのスペックが失敗したのかがわかりやすくなります。それだけでなく、スペ
ックのアウトラインが美しく出⼒されます。予想していたかもしれませんが、この出⼒を仕
様書のように使うこともできます。先ほど作成された .rspecファイルを開き、以下のように
変更してください。
.rspec

--require spec_helper

--format documentation

このほかにも --warningsフラグをこのファイルに追加することもできます。warningsが
有効になっていると、RSpecはあなたのアプリケーションや使⽤中の gemから出⼒された警
告をすべて表⽰します。確かに、警告の表⽰は実際のアプリケーションを開発するときは便
利です。テストの実⾏中に出⼒された⾮推奨メソッドの警告にはいつでも注意を払うべきで
しょう。しかし、学習⽬的なのであれば、警告は⾮表⽰にしてテストの実⾏結果からノイズ
を減らすことをお勧めします。この設定はあとからいつでも戻せます。
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試してみよう！
私たちはまだ⼀つもテストを書いていませんが、RSpecが正しくインストールできている
かどうかは確認できます。以下のコマンドを使って RSpecを起動してみましょう。

$ bundle exec rspec

ちゃんとインストールされていれば、次のように出⼒されるはずです。

No examples found.

Finished in 0.00074 seconds (files took 0.14443 seconds to load)

0 examples, 0 failures

出⼒結果が異なる場合は、もう⼀度読み直してちゃんと⼿順どおりに作業したかどうかを
確認してください。Gemfileに gemを追加し、それから bundleコマンドを実⾏することをお
忘れなく。

rspec binstubを使って短いコマンドで実⾏できるようにする
Railsアプリケーションは Bundlerの使⽤が必須であるため、RSpecを実⾏する際は bundle

exec rspec のように毎回 bundle exec を付ける必要があります。binstub を作成すると
bin/rspecのように少しタイプ量を減らすことができます。binstubを作成する場合は以下の
コマンドを実⾏します。

$ bundle binstubs rspec-core

こうするとアプリケーションの binディレクトリ内に rspec という名前の実⾏⽤ファイル
が作成されます。ただし、binstubを使うかどうかは読者のみなさんにお任せします。このほ
かにも bundle execに独⾃のエイリアスを設定してコマンドを短くする⽅法もあります（例
be rspecなど）。ですが、本書では標準的な bundle exec rspecを使うことにします。
ちなみに、Rails 6.1まではアプリケーションの起動時間を短くするSpring¹⁶を使うために

binstubを作成することがありましたが、Rails 7.0からは Springはデフォルトではインストー
ルされなくなりました。

¹⁶https://github.com/rails/spring

https://github.com/rails/spring
https://github.com/rails/spring
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ジェネレータ
さらに、もうひとつ⼿順があります。rails generateコマンドを使ってアプリケーション
にコードを追加する際に、RSpec⽤のスペックファイルも⼀緒に作ってもらうよう Railsを設
定しましょう。

RSpecはもうインストール済みなので、Railsのジェネレータを使っても、もともとデフォ
ルトだった Minitestのファイルは test ディレクトリに作成されなくなっています。その代わ
り、RSpecのファイルが specディレクトリに作成されます。しかし、好みに応じてジェネレ
ータの設定を変更することができます。たとえば、scaffoldジェネレータを使ってコードを
追加するときに気になるのは、本書であまり詳しく説明しない不要なスペックがたくさん作
られてしまう点かもしれません。そこで最初からそうしたファイルを作成しないようにして
みましょう。

config/application.rbを開き、次のコードを Applicationクラスの内部に追加してください。
config/application.rb

1 require_relative "boot"

2

3 require "rails/all"

4

5 # Rails が最初から書いているコメントは省略 ...

6 Bundler.require(*Rails.groups)

7

8 module Projects

9 class Application < Rails::Application

10 config.load_defaults 7.1

11 config.autoload_lib(ignore: %w(assets tasks))

12

13 config.generators do |g|

14 g.test_framework :rspec,

15 fixtures: false,

16 view_specs: false,

17 helper_specs: false,

18 routing_specs: false

19 end

20 end

21 end
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このコードが何をしているかわかりますか？今から説明していきます。

• fixtures: falseはテストデータベースにレコードを作成するファイルの作成をスキッ
プします。この設定は第4章で trueに変更します。第4章以降ではファクトリを使って
テストデータを作成します。

• view_specs: falseはビュースペックを作成しないことを指定します。本書ではビュー
スペックを説明しません。代わりにシステムスペックで UIをテストします。

• helper_specs: falseはヘルパーファイル⽤のスペックを作成しないことを指定しま
す。ヘルパーファイルは Railsがコントローラごとに作成するファイルです。RSpecを⾃
在に操れるようになってきたら、このオプションを trueにしてヘルパーファイルをテ
ストするようにしても良いでしょう。

• routing_specs: falseは config/routes.rb⽤のスペックファイルの作成を省略します。
あなたのアプリケーションが本書で説明するものと同じぐらいシンプルなら、このスペ
ックを作らなくても問題ないと思います。しかし、アプリケーションが⼤きくなってル
ーティングが複雑になってきたら、ルーティングスペックを導⼊するのは良い考えで
す。

⽇本語版のサンプルアプリケーションでは次のように g.factory_bot falseの⾏も⼀緒に追
加してください。これは第4章以降で利⽤する Factory Botのジェネレータを⼀時的に無効化
するためです。

config.generators do |g|

g.test_framework :rspec,

fixtures: false,

view_specs: false,

helper_specs: false,

routing_specs: false

g.factory_bot false

end

モデルスペックとリクエストスペックの定型コードはデフォルトで⾃動的に作成されま
す。もし⾃動的に作成されたくなければ、同じように設定ブロックに記述してください。た
とえば、リクエストスペックの⽣成をスキップしたいのであれば、request_specs: falseを
追加します。
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ただし、次の内容を忘れないでください。RSpec はいくつかのファイルを⾃動⽣成し
ないというだけであって、そのファイルを⼿作業で追加したり、⾃動⽣成された使う
予定のないファイルを削除してはいけない、という意味ではありません。たとえば、も
しヘルパースペックを追加する必要があるなら、次に説明するスペックファイルの命
名規則に従ってファイルを作成し、spec/helpers ディレクトリに追加してください。命
名規則は以下のとおりです。もし、app/helpers/projects_helper.rb をテストするのであれば、
spec/helpers/projects_helper_spec.rbを追加します。lib/my_library.rbという架空のライブラリを
テストしたいなら、spec/lib/my_library_spec.rbを追加します。その他のファイルについても同
様です。

まとめ
この章では RSpecをアプリケーションの開発環境とテスト環境に追加し、テスト実⾏時に
接続するテスト⽤のデータベースを設定しました。また、RSpec⽤にいくつかのデフォルト
設定ファイルを追加し、Railsがアプリケーション側のファイルに応じてテストファイルを⾃
動的に作成する（または作成しない）ように設定することもしました。
さあ、これでテストを書く準備が整いました！次の章ではモデル層からアプリケーション
の機能テストを書いていきます。

Q&A

• testディレクトリは削除しても良いのですか？ゼロから新しいアプリケーションを作る
のであればイエスです。これまでにアプリケーションをある程度作ってきたのであれ
ば、まず rails test:allコマンドを実⾏し、既存のテストがないことを確認してくだ
さい。既存のテストがあるなら、それらを RSpecに移⾏させる必要があるかもしれませ
ん。

• なぜビューはテストしないのですか？信頼性の⾼いビューのテストを作ることは⾮常
に⾯倒だからです。さらにメンテナンスしようと思ったらもっと⼤変になります。ジェ
ネレータを設定する際に私が述べたように、UI関連のテストは統合テストに任せよう
としています。これは Rails開発者の中では標準的なプラクティスです。
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演習問題
既存のコードベースから始める場合は次の課題に取り組んでください。

• rspec-railsを Gemfileに追加し、bundleコマンドでインストールしてください。本書は
Rails 7.1と RSpec Rails 6.1を対象にしていますが、テストに関連しているコードとテクニ
ックはそれより古いバージョンでも⼤半が使えるはずです。

• アプリケーションが正しく設定され、テストデータベースと接続できることを確認して
ください。必要であればテストデータベースを作成してください。

• 新しくアプリケーションコードを追加するときは RSpecを使うように Railsの generate

コマンドを設定してください。rspec-railsが提供しているデフォルトの設定をそのまま
使うこともできます。そのままにすると、余分な定型コードも⼀緒に作成されます。使
わないコードは⼿で消してもいいですし、無視しても構いません（使わないコードは削
除することをお勧めします）。

• 既存のアプリケーションで必要となるテスト項⽬をリストアップしてください。このリ
ストにはアプリケーションで必要不可⽋な機能、過去に修正した不具合、既存の機能を
壊した新機能、境界値の挙動を検証するテストなどが含まれます。こうしたシナリオは
すべて次章以降で説明していきます。

新しくてきれいなコードベースから始める場合は次の課題に取り組んでください。

• 前述の説明に従い、Bundlerを使って RSpecをインストールしてください。
• あなたの database.yml ファイルはテストデータベースを使うように設定されているかも
しれません。SQLite以外のデータベースを使っているなら、まずデータベースを作る必
要があるかもしれません。まだ作っていなければ、bin/rails db:create:allで作成し
てください。

• 必須ではありませんが、Railsのジェネレータが RSpecを使うように設定してみましょ
う。新しいモデルとコントローラをアプリケーションに追加する際は、開発のワークフ
ローとしてジェネレータを使えるようにし、スペックが⾃動的に⽣成されるようにして
ください。

ボーナス課題
もしあなたがたくさん新しい Railsアプリケーションを作るなら、Railsアプリケーション
テンプレート¹⁷を作ることもできます。テンプレートを使うと⾃動的に RSpecや関連する設

¹⁷https://railsguides.jp/rails_application_templates.html

https://railsguides.jp/rails_application_templates.html
https://railsguides.jp/rails_application_templates.html
https://railsguides.jp/rails_application_templates.html


2. RSpecのセットアップ 28

定を Gemfileに追加したり、設定ファイルに追加したりすることができます。もちろんテスト
データベースも作れます。好みのアプリケーションテンプレートを作りたい場合は、Daniel

KehoeのRails Composer¹⁸から始めてみるのが良いと思います。
¹⁸https://github.com/RailsApps/rails-composer

https://github.com/RailsApps/rails-composer
https://github.com/RailsApps/rails-composer


3.モデルスペック
RSpecのインストールが完了し、これで信頼性の⾼いテストスイートを構築する準備が整
いました。まずアプリケーションのコアとなる部分、すなわちモデルから始めてみましょう。
本章では次のようなタスクを完了させます。

• まず既存のモデルに対してモデルスペックを作ります。
• それからモデルのバリデーション、クラスメソッド、インスタンスメソッドのテストを
書きます。テストを作りながらスペックの整理もします。

既存のモデルがあるので、最初のスペックファイルは⼿作業で追加します。それから新し
いモデルをアプリケーションに追加します。こうすると第2章で設定した便利な RSpecのジ
ェネレータが仮のファイルを作成してくれます。

この章で発⽣する変更点全体は GitHub上のこの diff¹⁹で確認できます。

最初から⼀緒にコードを書いていきたい場合は第1章の指⽰に従ってリポジトリを
クローンし、それから1つ前の章のブランチからスタートしてください。

git checkout -b my-03-models origin/02-setup

モデルスペックの構造
私はモデルレベルのテストが⼀番学習しやすいと思います。なぜならモデルをテストすれ
ばアプリケーションのコアとなる部分をテストすることになるからです。このレベルのコー
ドが⼗分にテストされていれば⼟台が堅牢になり、そこから信頼性の⾼いコードベースを構
築できます。
はじめに、モデルスペックには次のようなテストを含めましょう。

• 有効な属性で初期化された場合は、モデルの状態が有効（valid）になっていること
• バリデーションを失敗させるデータであれば、モデルの状態が有効になっていないこと
• クラスメソッドとインスタンスメソッドが期待通りに動作すること
¹⁹https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/compare/02-setup...03-models

https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/compare/02-setup...03-models
https://github.com/JunichiIto/everydayrails-rspec-jp-2024/compare/02-setup...03-models
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良い機会なので、ここでモデルスペックの基本構成を⾒てみましょう。スペックの記述を
アウトラインと考えるのが便利です。たとえば、メインとなる Userモデルの要件を⾒てみま
しょう。

describe User do

# 姓、名、メール、パスワードがあれば有効な状態であること
it "is valid with a first name, last name, email, and password"

# 名がなければ無効な状態であること
it "is invalid without a first name"

# 姓がなければ無効な状態であること
it "is invalid without a last name"

# メールアドレスがなければ無効な状態であること
it "is invalid without an email address"

# 重複したメールアドレスなら無効な状態であること
it "is invalid with a duplicate email address"

# ユーザーのフルネームを⽂字列として返すこと
it "returns a user's full name as a string"

end

このアウトラインはすぐあとに展開していきますが、初⼼者はここからたくさんのことが
学べます。これは本当にシンプルなモデルのシンプルなスペックです。しかし、次のよう
な4つのベストプラクティスを⽰しています。

• 期待する結果をまとめて記述（describe）している。このケースでは Userモデルがどん
なモデルなのか、そしてどんな振る舞いをするのかということを説明しています。

• example（itで始まる1⾏）⼀つにつき、結果を⼀つだけ期待している。私が first_name

、last_name、emailのバリデーションをそれぞれ分けてテストしている点に注意して
ください。こうすれば、exampleが失敗したときに問題が起きたバリデーションを特定
できます。原因調査のために RSpecの出⼒結果を調べる必要はありません。少なくとも
そこまで細かく調べずに済むはずです。

• どの exampleも明⽰的である。技術的なことを⾔うと、itのあとに続く説明⽤の⽂字
列は必須ではありません。しかし、省略してしまうとスペックが読みにくくなります。

• 各 exampleの説明は動詞で始まっている。shouldではない。期待する結果を声に出して
読んでみましょう。User is invalid without a first name（名がなければユーザーは無効な
状態である）、User is invalid without a last name（姓がなければユーザーは無効な状態で
ある）、User returns a user’s full name as a string （ユーザーは⽂字列としてユーザーのフ
ルネームを返す）。可読性は⾮常に重要であり、RSpecのキーとなる機能です！
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こうしたベストプラクティスを念頭に置きながら User モデルのスペックを書いてみまし
ょう。

モデルスペックを作成する
第2章ではモデルやコントローラを追加するたびに定型のテストファイルが⾃動的に作成
されるように RSpecをセットアップしました。ジェネレータはいつでも起動できます。最初
のモデルスペックを作成するため、この作業の出発地点となるファイルを実際に⽣成してみ
ましょう。
まず、rspec:modelジェネレータをコマンドラインから実⾏してください。

$ bin/rails g rspec:model user

RSpecは新しいファイルを作成したことを報告します。

create spec/models/user_spec.rb

作成されたファイルを開き、内容を確認しましょう。
spec/models/user_spec.rb

1 require 'rails_helper'

2

3 RSpec.describe User, type: :model do

4 pending "add some examples to (or delete) #{__FILE__}"

5 end

この新しいファイルを⾒れば、RSpecの構⽂と規約がわかります。まず、このファイルで
は rails_helper を requireしています。この記述はテストスイート内のほぼすべてのファイル
で必要になります。この記述で RSpecに対し、ファイル内のテストを実⾏するために Railsア
プリケーションの読み込みが必要であることを伝えています。次に、describeメソッドを使
って、User という名前のモデルのテストをここに書くことを⽰しています。pending 機能に
ついては第9章で説明しますが、とりあえずここでは bundle exec rspecを使ってこのテス
トを実⾏してみましょう。いったい何が起こるでしょうか？
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User

add some examples to (or delete)

/Users/asumner/code/examples/projects/spec/models/user_spec.rb

(PENDING: Not yet implemented)

Pending: (Failures listed here are expected and do not affect your

suite's status)

1) User add some examples to (or delete)

/Users/asumner/code/examples/projects/spec/models/user_spec.rb

# Not yet implemented

# ./spec/models/user_spec.rb:4

Finished in 0.00107 seconds (files took 0.43352 seconds to load)

1 example, 0 failures, 1 pending

必ずしもスペックファイルを作成するためにジェネレータを利⽤する必要はありません。し
かし、ジェネレータの使⽤はタイプミスによるつまらないエラーを防⽌するための良い⽅法
です。

describeの外枠はそのままにして、その内側を先ほど作成したアウトラインに置き換えて
みましょう。
spec/models/user_spec.rb

1 require 'rails_helper'

2

3 RSpec.describe User, type: :model do

4 # 姓、名、メール、パスワードがあれば有効な状態であること
5 it "is valid with a first name, last name, email, and password"

6 # 名がなければ無効な状態であること
7 it "is invalid without a first name"

8 # 姓がなければ無効な状態であること
9 it "is invalid without a last name"

10 # メールアドレスがなければ無効な状態であること
11 it "is invalid without an email address"

12 # 重複したメールアドレスなら無効な状態であること
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13 it "is invalid with a duplicate email address"

14 # ユーザーのフルネームを⽂字列として返すこと
15 it "returns a user's full name as a string"

16 end

詳細はこのあと追加していきますが、この状態でコマンドラインからスペックを実⾏する
と（コマンドラインから bundle exec rspecとタイプしてください）、出⼒結果は次のように
なります。

User

is valid with a first name, last name, email, and password (PENDING:

Not yet implemented)

is invalid without a first name (PENDING: Not yet implemented)

is invalid without a last name (PENDING: Not yet implemented)

is invalid without an email address (PENDING: Not yet implemented)

is invalid with a duplicate email address (PENDING: Not yet implemented)

returns a user's full name as a string (PENDING: Not yet implemented)

Pending: (Failures listed here are expected and do not affect your

suite's status)

1) User is valid with a first name, last name, email, and password

# Not yet implemented

# ./spec/models/user_spec.rb:5

2) User is invalid without a first name

# Not yet implemented

# ./spec/models/user_spec.rb:7

3) User is invalid without a last name

# Not yet implemented

# ./spec/models/user_spec.rb:9

4) User is invalid without an email address

# Not yet implemented

# ./spec/models/user_spec.rb:11

5) User is invalid with a duplicate email address
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# Not yet implemented

# ./spec/models/user_spec.rb:13

6) User returns a user's full name as a string

# Not yet implemented

# ./spec/models/user_spec.rb:15

Finished in 0.00176 seconds (files took 2.18 seconds to load)

6 examples, 0 failures, 6 pending

すばらしい！6つの保留中（pending）のスペックができあがりました。私たちはまだ実⾏
可能なテストを何も書いていないので、RSpecはここで作成したスペックを pending と表⽰
しています。それでは実際にテストを書いていきましょう。まずは⼀番最初の exampleから
始めます。

古いバージョンの Railsでは、Rakeタスクを使って開発⽤データベースの構造を⼿作
業でテストデータベースコピーにする必要がありました。しかし、現在ではマイグ
レーションを実⾏すると、Railsがこのコピー作業を (ほぼ毎回)⾃動的に処理してく
れます。もしテスト環境でマイグレーションが未実⾏になっているというエラーが
出た場合は、bin/rails db:migrate RAILS_ENV=testというコマンドを実⾏してデー
タベースの構造を最新にしてください。

RSpecの構⽂
その昔、RSpecは「〜が期待した結果と⼀致すべきだ/すべきでない（something should or

should_not match expected output）」と読むことができる should構⽂を使っていました。
しかし、2012年にリリースされた RSpec 2.11からは「私は〜が〜になる/ならないことを期

待する（I expect something to or not_to be something else）」と読むことができる expect構⽂
に変わりました。構⽂が変わったのは、古い構⽂でときどき発⽣していた技術的な問題を回
避するため²⁰です。

2つの構⽂を⽐較するために、簡単なテスト、つまりエクスペクテーション（expectation、
期待する内容）の使⽤例を⾒てみましょう。この exampleの場合、2 + 1はいつでも3に等しい
はずですよね？古い RSpecの構⽂ではこのように書きます。

²⁰http://rspec.info/blog/2012/06/rspecs-new-expectation-syntax/

http://rspec.info/blog/2012/06/rspecs-new-expectation-syntax/
http://rspec.info/blog/2012/06/rspecs-new-expectation-syntax/
http://rspec.info/blog/2012/06/rspecs-new-expectation-syntax/
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# 2と1を⾜すと3になること
it "adds 2 and 1 to make 3" do

(2 + 1).should eq 3

end

現⾏の expect構⽂ではテストする値を expect()メソッドに渡し、それに続けてマッチャ
を呼び出します。

# 2と1を⾜すと3になること
it "adds 2 and 1 to make 3" do

expect(2 + 1).to eq 3

end

Googleや Stack Overflowで RSpecに関する質問を検索したり、古い Railsアプリケーション
を開発したりすると、古い should構⽂を使ったコードを今でも⾒かけることがあるかもし
れません。この構⽂は現⾏バージョンの RSpecでも動作しますが、使うと⾮推奨であるとの
警告が出⼒されます。設定を変更すればこの警告を出⼒しないようにすることもできます
が、そんなことはせずに新しい expect()構⽂を学習した⽅が良いと思います。
では、実際の exampleではどうなるでしょうか？Userモデルの最初のエクスペクテーショ
ンで使ってみましょう。
spec/models/user_spec.rb

1 require 'rails_helper'

2

3 RSpec.describe User, type: :model do

4 # 姓、名、メール、パスワードがあれば有効な状態であること
5 it "is valid with a first name, last name, email, and password" do

6 user = User.new(

7 first_name: "Aaron",

8 last_name: "Sumner",

9 email: "tester@example.com",

10 password: "dottle-nouveau-pavilion-tights-furze",

11 )

12 expect(user).to be_valid

13 end

14

15 # 名がなければ無効な状態であること
16 it "is invalid without a first name"

17 # 姓がなければ無効な状態であること
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18 it "is invalid without a last name"

19 # メールアドレスがなければ無効な状態であること
20 it "is invalid without an email address"

21 # 重複したメールアドレスなら無効な状態であること
22 it "is invalid with a duplicate email address"

23 # ユーザーのフルネームを⽂字列として返すこと
24 it "returns a user's full name as a string"

25 end

この単純な exampleは be_validという RSpecのマッチャを使って、モデルが有効な状態を
理解できているかどうかを検証しています。まずオブジェクトを作成し（このケースでは新
しく作られているが保存はされていない Userクラスのインスタンスを作成し、userという
名前の変数に格納しています）、それからオブジェクトを expectに渡して、マッチャと⽐較
しています。
それでは bundle exec rspecをコマンドラインから再実⾏してみましょう。すると、1つの

exampleがパスしたと表⽰されるはずです。

User

is valid with a first name, last name and email, and password

is invalid without a first name (PENDING: Not yet implemented)

is invalid without a last name (PENDING: Not yet implemented)

is invalid without an email address (PENDING: Not yet implemented)

is invalid with a duplicate email address (PENDING: Not yet implemented)

returns a user's full name as a string (PENDING: Not yet implemented)

Pending: (Failures listed here are expected and do not affect your

suite's status)

1) User is invalid without a first name

# Not yet implemented

# ./spec/models/user_spec.rb:16

2) User is invalid without a last name

# Not yet implemented

# ./spec/models/user_spec.rb:18

3) User is invalid without an email address

# Not yet implemented
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# ./spec/models/user_spec.rb:20

4) User is invalid with a duplicate email address

# Not yet implemented

# ./spec/models/user_spec.rb:22

5) User returns a user's full name as a string

# Not yet implemented

# ./spec/models/user_spec.rb:24

Finished in 0.02839 seconds (files took 0.28886 seconds to load)

6 examples, 0 failures, 5 pending

おめでとうございます。これで最初のテストが完成しました！ではこれからもっとコード
をテストしていって、保留中のテストを完全になくしてしまいましょう。

バリデーションをテストする
バリデーションはテストの⾃動化に慣れるための良い題材です。バリデーションのテスト
はたいてい1〜2⾏で書けます。では first_nameバリデーションのスペックについて詳細を⾒
てみましょう。
spec/models/user_spec.rb

1 # 名がなければ無効な状態であること
2 it "is invalid without a first name" do

3 user = User.new(first_name: nil)

4 user.valid?

5 expect(user.errors[:first_name]).to include("can't be blank")

6 end

今回は新しく作ったユーザー（first_nameには明⽰的に nilをセットします）に対して
valid?メソッドを呼び出すと有効（valid）にならず、ユーザーの first_name属性にエラー
メッセージが付いていることを期待（expect）します。RSpecをもう⼀度実⾏すると、⼆番
⽬までのスペックがパスするはずです。ここで RSpecの includeマッチャについて確認しま
しょう。このマッチャは繰り返し可能な値（enumerable value）の中に、ある値が存在するか
どうかをチェックします。では RSpecをもう⼀度実⾏します。すると、今回は2つのスペック
がパスするはずです。
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ここまでのアプローチにはちょっとした問題があります。現時点で2つのテストがパスし
ていますが、私たちはまだテストが失敗するところを⾒ていません。これは警告すべき兆
候です。特に、テストを書き始めたタイミングであればなおさらです。私たちはテストコー
ドが意図した通りに動いていることを確認しなければなりません。これは「テスト対象のコ
ードでいろいろ試すアプローチ（exercising the code under test）」としても知られています。
誤判定ではないことを証明するためには⼆つのやり⽅があります。ひとつめは、toを

to_notに変えてエクスペクテーションを反転させてみます。
spec/models/user_spec.rb

1 # 名がなければ無効な状態であること
2 it "is invalid without a first name" do

3 user = User.new(first_name: nil)

4 user.valid?

5 expect(user.errors[:first_name]).to_not include("can't be blank")

6 end

当然のごとく、RSpecはテストの失敗を報告します。

Failures:

1) User is invalid without a first name

Failure/Error: expect(user.errors[:first_name]).to_not

include("can't be blank")

expected ["can't be blank"] not to include "can't be blank"

# ./spec/models/user_spec.rb:17:in `block (2 levels) in <main>'

Finished in 0.06211 seconds (files took 0.28541 seconds to load)

6 examples, 1 failure, 5 pending

Failed examples:

rspec ./spec/models/user_spec.rb:14 # User is invalid without a first name

RSpecではこうしたエクスペクテーションを書くために to_notと not_toが提供され
ています。役割はどちらも全く同じです。本書では RSpecのドキュメントで広く使
われている to_notを使います。

もうひとつ、アプリケーション側のコードを変更して、テストの実⾏結果にどんな変化が
起きるか確認する⽅法もあります。先ほどのテストコードの変更を元に戻し（to_notを to
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に戻す）、それから Userモデルを開いて first_nameのバリデーションをコメントアウトし
てください。
app/models/user.rb

1 class User < ApplicationRecord

2 # Include default devise modules. Others available are:

3 # :confirmable, :lockable, :timeoutable and :omniauthable

4 devise :database_authenticatable, :registerable,

5 :recoverable, :rememberable, :trackable, :validatable

6

7 # validates :first_name, presence: true

8 validates :last_name, presence: true

9

10 # 残りのコードは省略 ...

スペックを再実⾏すると、再度失敗が表⽰されるはずです。これはすなわち、私たちは
RSpecに対して名を持たないユーザーは無効であると伝えたのに、アプリケーション側がそ
の仕様を実装していないことを意味しています。
この⼆つの⽅法は、⾃分の書いたテストが期待どおりに動いているかどうか確認する簡単
な⽅法です。シンプルなバリデーションからもっと複雑なロジックに進むときであれば、特
に有効です。また、この⽅法は既存のアプリケーションをテストするためにも有効です。も
しテストの出⼒結果に何も変化がなければ、それはよいチャンスです。変化がない場合は、
テストがアプリケーション側のコードと連携していなかったり、コードが期待した動きと異
なっていたりすることを意味しています。
では、:last_nameのバリデーションも同じアプローチでテストしてみましょう。

spec/models/user_spec.rb

1 # 姓がなければ無効な状態であること
2 it "is invalid without a last name" do

3 user = User.new(last_name: nil)

4 user.valid?

5 expect(user.errors[:last_name]).to include("can't be blank")

6 end

「こんなテストは役に⽴たない。モデルに含まれるすべてのバリデーションを確認しよう
としたらどれくらい⼤変になるのかわかっているのか？」そんなふうに思っている⼈もいる
かもしれません。ですが、実際はあなたが考えている以上にバリデーションは書き忘れやす
いものです。しかし、それよりもっと⼤事なことは、テストを書いている最中にモデルが持
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つべきバリデーションについて考えれば、バリデーションの追加を忘れにくくなるというこ
とです。（このプロセスはテスト駆動開発でコードを書くのが理想的ですし、最後は実際そ
うします。）
ここまでに得た知識を使って、もう少し複雑なテストを書いてみましょう。今回は email

属性のユニークバリデーションをテストします。
spec/models/user_spec.rb

1 # 重複したメールアドレスなら無効な状態であること
2 it "is invalid with a duplicate email address" do

3 User.create(

4 first_name: "Joe",

5 last_name: "Tester",

6 email: "tester@example.com",

7 password: "dottle-nouveau-pavilion-tights-furze",

8 )

9 user = User.new(

10 first_name: "Jane",

11 last_name: "Tester",

12 email: "tester@example.com",

13 password: "dottle-nouveau-pavilion-tights-furze",

14 )

15 user.valid?

16 expect(user.errors[:email]).to include("has already been taken")

17 end

ここではちょっとした違いがあることに注意してください。このケースではテストの前に
ユーザーを保存しました（Userに対して newの代わりに createを呼んでいます）。それか
ら2件⽬のユーザーをテスト対象のオブジェクトとしてインスタンス化しました。もちろん、
最初に保存されたユーザーは有効な状態（姓、名、メール、パスワードが全部ある）であり、
なおかつ、同⼀のメールアドレスも設定されている必要があります。第4章ではこのプロセ
スをもっと効率よく処理する⽅法を説明します。では、bundle exec rspecを実⾏して新し
いテストの出⼒結果を確認してください。
続いてもっと複雑なバリデーションをテストしましょう。Userモデルの話はいったん横に
置いて、今度は Projectモデルに着⽬します。たとえば、ユーザーは同じ名前のプロジェクト
を作成できないという要件があったとします。つまり、プロジェクト名はユーザーごとにユ
ニークでなければならない、ということです。別の⾔い⽅をすると、私は Paint the house（家
を塗る）という複数のプロジェクトを持つことはできないが、あなたと私はそれぞれ Paint
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the houseというプロジェクトを持つことができる、ということです。あなたならどうやって
テストしますか？
では Projectモデル⽤に新しいスペックファイルを作成しましょう。

$ bin/rails g rspec:model project

続いて、作成されたファイルに⼆つの exampleを追加します。ここでテストしたいのは、
⼀⼈のユーザーは同じ名前で⼆つのプロジェクトを作成できないが、ユーザーが異なるとき
は同じ名前のプロジェクトを作成できる、という要件です。
spec/models/project_spec.rb

1 require 'rails_helper'

2

3 RSpec.describe Project, type: :model do

4 # ユーザー単位では重複したプロジェクト名を許可しないこと
5 it "does not allow duplicate project names per user" do

6 user = User.create(

7 first_name: "Joe",

8 last_name: "Tester",

9 email: "joetester@example.com",

10 password: "dottle-nouveau-pavilion-tights-furze",

11 )

12

13 user.projects.create(

14 name: "Test Project",

15 )

16

17 new_project = user.projects.build(

18 name: "Test Project",

19 )

20

21 new_project.valid?

22 expect(new_project.errors[:name]).to include("has already been taken")

23 end

24

25 # ⼆⼈のユーザーが同じ名前を使うことは許可すること
26 it "allows two users to share a project name" do

27 user = User.create(

28 first_name: "Joe",
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29 last_name: "Tester",

30 email: "joetester@example.com",

31 password: "dottle-nouveau-pavilion-tights-furze",

32 )

33

34 user.projects.create(

35 name: "Test Project",

36 )

37

38 other_user = User.create(

39 first_name: "Jane",

40 last_name: "Tester",

41 email: "janetester@example.com",

42 password: "dottle-nouveau-pavilion-tights-furze",

43 )

44

45 other_project = other_user.projects.build(

46 name: "Test Project",

47 )

48

49 expect(other_project).to be_valid

50 end

51 end

今回は Userモデルと Projectモデルが Active Recordのリレーションで互いに関連するた
め、そのぶん多くの情報を記述する必要があります。最初の exampleでは両⽅のプロジェク
トを割り当てられた⼀⼈のユーザーがいます。⼆つ⽬の exampleでは⼆つの別々のプロジェ
クトに同じ名前が割り当てられ、それらが別々のユーザーに属しています。ここでは以下の
点に注意してください。⼆つの exampleはどちらもユーザーを createしてデータベースに保
存しています。これはユーザーをテスト対象のプロジェクトに割り当てる必要があるためで
す。

Projectモデルには以下のようなバリデーションが設定されています。
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app/models/project.rb

validates :name, presence: true, uniqueness: { scope: :user_id }

今回作成したスペックは問題なくパスします。ですが、例のチェックをお忘れなく。⼀時
的にバリデーションをコメントアウトしたり、テストを書き換えたりして、結果が変わるこ
とを確認してください。テストはちゃんと失敗するでしょうか？
もちろん、バリデーションは scopeが⼀つしかないような単純なものばかりではなく、も
っと複雑になる場合があります。もしかするとあなたは複雑な正規表現やカスタムバリデー
タを使っているかもしれません。こうしたバリデーションもテストする習慣を付けてくださ
い。正常系のパターンだけでなく、エラーが発⽣する条件もテストしましょう。たとえば、
これまでに作ってきた exampleではオブジェクトが nilで初期化された場合の実⾏結果もテ
ストしました。もし数値しか受け付けない属性のバリデーションがあるなら、⽂字列を渡
してください。もし4⽂字から8⽂字の⽂字列を要求するバリデーションがあるなら、3⽂字
と9⽂字の⽂字列を渡してください。

インスタンスメソッドをテストする
それでは Userモデルのテストに戻ります。このサンプルアプリケーションでは、ユーザー
の姓と名を毎回連結して新しい⽂字列を作るより、@user.nameを呼び出すだけでフルネーム
が出⼒されるようにした⽅が便利です。というわけでこんなメソッドが Userクラスに作っ
てあります。
app/models/user.rb

def name

[first_name, last_name].join(' ')

end

バリデーションの exampleと同じ基本的なテクニックでこの機能の exampleを作ることが
できます。
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spec/models/user_spec.rb

1 it "returns a user's full name as a string" do

2 user = User.new(

3 first_name: "John",

4 last_name: "Doe",

5 email: "johndoe@example.com",

6 )

7 expect(user.name).to eq "John Doe"

8 end

RSpecで等値のエクスペクテーションを書くときは ==ではなく eqを使います。

テストデータを作り、それからあなたが期待する振る舞いを RSpecに教えてあげてくださ
い。簡単ですね。では続けましょう。

クラスメソッドとスコープをテストする
このアプリケーションには渡された⽂字列でメモ（note）を検索する機能を⽤意してあり
ます。念のため説明しておくと、この機能は Noteモデルにスコープとして実装されていま
す。
app/models/note.rb

1 scope :search, ->(term) {

2 where("LOWER(message) LIKE ?", "%#{term.downcase}%")

3 }

では Noteモデル⽤に3つめのファイルをテストスイートに追加しましょう。rspec:model

ジェネレータでファイルを作ったら、最初のテストを追加してください。
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spec/models/note_spec.rb

1 require 'rails_helper'

2

3 RSpec.describe Note, type: :model do

4 # 検索⽂字列に⼀致するメモを返すこと
5 it "returns notes that match the search term" do

6 user = User.create(

7 first_name: "Joe",

8 last_name: "Tester",

9 email: "joetester@example.com",

10 password: "dottle-nouveau-pavilion-tights-furze",

11 )

12

13 project = user.projects.create(

14 name: "Test Project",

15 )

16

17 note1 = project.notes.create(

18 message: "This is the first note.",

19 user: user,

20 )

21 note2 = project.notes.create(

22 message: "This is the second note.",

23 user: user,

24 )

25 note3 = project.notes.create(

26 message: "First, preheat the oven.",

27 user: user,

28 )

29

30 expect(Note.search("first")).to include(note1, note3)

31 expect(Note.search("first")).to_not include(note2)

32 end

33 end

searchスコープは検索⽂字列に⼀致するメモのコレクションを返します。返されたコレク
ションは⼀致したメモだけが含まれるはずです。その⽂字列を含まないメモはコレクション
に含まれません。
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このテストでは次のような実験ができます。toを to_notに変えたらどうなるでしょうか？
もしくは検索⽂字列を含むメモをさらに追加したらどうなるでしょうか？

失敗をテストする
正常系のテストは終わりました。ユーザーが⽂字列検索すると結果が返ってきます。しか
し、結果が返ってこない⽂字列で検索したときはどうでしょうか？そんな場合もテストした
⽅が良いです。次のスペックがそのテストになります。
spec/models/note_spec.rb

1 require 'rails_helper'

2

3 RSpec.describe Note, type: :model do

4 # 検索結果を検証するスペック...

5

6 # 検索結果が1件も⾒つからなければ空のコレクションを返すこと
7 it "returns an empty collection when no results are found" do

8 user = User.create(

9 first_name: "Joe",

10 last_name: "Tester",

11 email: "joetester@example.com",

12 password: "dottle-nouveau-pavilion-tights-furze",

13 )

14

15 project = user.projects.create(

16 name: "Test Project",

17 )

18

19 note1 = project.notes.create(

20 message: "This is the first note.",

21 user: user,

22 )

23 note2 = project.notes.create(

24 message: "This is the second note.",

25 user: user,

26 )

27 note3 = project.notes.create(

28 message: "First, preheat the oven.",
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29 user: user,

30 )

31

32 expect(Note.search("message")).to be_empty

33 end

34 end

このスペックでは Note.search("message")を実⾏して返却された配列をチェックします。
この配列は確かに空なのでスペックはパスします！これで理想的な結果、すなわち結果が
返ってくる⽂字列で検索した場合だけでなく、結果が返ってこない⽂字列で検索した場合も
テストしたことになります。

マッチャについてもっと詳しく
これまで四つのマッチャ（be_valid、eq、include、be_empty）を実際に使いながら⾒て
きました。最初に使ったのは be_validです。このマッチャは rspec-rails gemが提供するマッ
チャで、Railsのモデルの有効性をテストします。eqと includeは rspec-expectationsで定義さ
れているマッチャで、前章で RSpecをセットアップしたときに rspec-railsと⼀緒にインスト
ールされました。

RSpec が提供するデフォルトのマッチャをすべて⾒たい場合はGitHub にある rspec-

expectationsリポジトリ²¹の READMEが参考になるかもしれません。この中に出てくるマッチ
ャのいくつかは本書全体を通して説明していきます。また、第8章では⾃分でカスタムマッ
チャを作る⽅法も説明します。

describe、context、before、afterを使ってスペックを DRY

にする
ここまでに作成したメモ⽤のスペックには冗⻑なコードが含まれます。具体的には、各

exampleの中ではまったく同じ4つのオブジェクトを作成しています。アプリケーションコー
ドと同様に、DRY原則はテストコードにも当てはまります（いくつか例外もあるので、のち
ほど説明します）。では RSpecの機能をさらに活⽤してテストコードをきれいにしてみまし
ょう。

²¹https://github.com/rspec/rspec-expectations

https://github.com/rspec/rspec-expectations
https://github.com/rspec/rspec-expectations
https://github.com/rspec/rspec-expectations
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先ほど作った Noteモデルのスペックに注⽬してみましょう。まず最初にやるべきことは
describeブロックを describe Noteブロックの中に作成することです。これは検索機能に
フォーカスするためです。アウトラインを抜き出すと、このようになります。
spec/models/note_spec.rb

1 require 'rails_helper'

2

3 RSpec.describe Note, type: :model do

4

5 # バリデーション⽤のスペックが並ぶ
6

7 # ⽂字列に⼀致するメッセージを検索する
8 describe "search message for a term" do

9 # 検索⽤の example が並ぶ ...

10 end

11 end

⼆つの contextブロックを加えてさらに exampleを切り分けましょう。⼀つは「⼀致する
データが⾒つかるとき」で、もう⼀つは「⼀致するデータが1件も⾒つからないとき」です。
spec/models/note_spec.rb

1 require 'rails_helper'

2

3 RSpec.describe Note, type: :model do

4

5 # 他のスペックが並ぶ
6

7 # ⽂字列に⼀致するメッセージを検索する
8 describe "search message for a term" do

9

10 # ⼀致するデータが⾒つかるとき
11 context "when a match is found" do

12 # ⼀致する場合の example が並ぶ ...

13 end

14

15 # ⼀致するデータが1件も⾒つからないとき
16 context "when no match is found" do

17 # ⼀致しない場合の example が並ぶ ...

18 end
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19 end

20 end

describeと contextは技術的には交換可能なのですが、私は次のように使い分ける
のが好きです。すなわち、describeではクラスやシステムの機能に関するアウトラ
インを記述し、contextでは特定の状態に関するアウトラインを記述するようにしま
す。このケースであれば、状態は⼆つあります。⼀つは結果が返ってくる検索⽂字列
を渡された状態で、もう⼀つは結果が返ってこない検索⽂字列が渡された状態です。

お気づきかもしれませんが、このように exampleのアウトラインを作ると、同じような
exampleをひとまとめにして分類できます。こうするとスペックがさらに読みやすくなりま
す。では最後に、beforeフックを利⽤してスペックのリファクタリングを完了させましょう。
beforeブロックの中に書かれたコードは内側の各テストが実⾏される前に実⾏されます。ま
た、beforeブロックは describeや contextブロックによってスコープが限定されます。た
とえばこの例で⾔うと、beforeブロックのコードは "search message for a term"ブロック
の内側にある全部のテストに先⽴って実⾏されます。ですが、新しく作った describeブロッ
クの外側にあるその他の exampleの前には実⾏されません。
spec/models/note_spec.rb

1 require 'rails_helper'

2

3 RSpec.describe Note, type: :model do

4

5 before do

6 # このファイルの全テストで使⽤するテストデータをセットアップする
7 end

8

9 # バリデーションのテストが並ぶ
10

11 # ⽂字列に⼀致するメッセージを検索する
12 describe "search message for a term" do

13

14 before do

15 # 検索機能の全テストに関連する追加のテストデータをセットアップする
16 end

17

18 # ⼀致するデータが⾒つかるとき
19 context "when a match is found" do
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20 # ⼀致する場合の example が並ぶ ...

21 end

22

23 # ⼀致するデータが1件も⾒つからないとき
24 context "when no match is found" do

25 # ⼀致しない場合の example が並ぶ ...

26 end

27 end

28 end

RSpecの beforeフックはスペック内の冗⻑なコードを認識し、きれいにするための良い出
発点になります。これ以外にも冗⻑なテストコードをきれいにするテクニックはありますが、
beforeを使うのが最も⼀般的かもしれません。beforeブロックは exampleごとに、またはブ
ロック内の各 exampleごとに、またはテストスイート全体を実⾏するごとに実⾏されます。

• before(:each)は describeまたは contextブロック内の各（each）テストの前に実⾏
されます。好みに応じて before(:example)というエイリアスを使ってもいいですし、
上のサンプルコードで書いたように beforeだけでも構いません。もしブロック内に4つ
のテストがあれば、beforeのコードも4回実⾏されます。

• before(:all)は describeまたは contextブロック内の全（all）テストの前に⼀回だ
け実⾏されます。かわりに before(:context)というエイリアスを使っても構いません。
こちらは beforeのコードは⼀回だけ実⾏され、それから4つのテストが実⾏されます。

• before(:suite)はテストスイート全体の全ファイルを実⾏する前に実⾏されます。

before(:all)と before(:suite)は時間のかかる独⽴したセットアップ処理を1回だけ実⾏
し、テスト全体の実⾏時間を短くするのに役⽴ちます。ですが、この機能を使うとテスト全
体を汚染してしまう原因にもなりかねません。可能な限り before(:each)を使うようにして
ください。

上で⽰したような書き⽅で beforeブロックを定義すると、各（each）テストの前に
ブロック内のコードが実⾏されます。beforeのかわりに before :eachのように定義
すれば、より明⽰的な書き⽅になります。どちらを使っても構わないので、あなた
⾃⾝やあなたのチームの好みに応じてお好きな⽅を使ってください。

もし exampleの実⾏後に後⽚付けが必要になるのであれば（たとえば外部サービスとの接
続を切断する場合など）、afterフックを使って各 exampleのあと（after）に後⽚付けすること
もできます。beforeと同様、afterにも each、all、suiteのオプションがあります。RSpec
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の場合、デフォルトでデータベースの後⽚付けをやってくれるので、私は afterを使うこと
はほとんどありません。
さて、整理後の全スペックを⾒てみましょう。

spec/models/note_spec.rb

1 require 'rails_helper'

2

3 RSpec.describe Note, type: :model do

4 before do

5 @user = User.create(

6 first_name: "Joe",

7 last_name: "Tester",

8 email: "joetester@example.com",

9 password: "dottle-nouveau-pavilion-tights-furze",

10 )

11

12 @project = @user.projects.create(

13 name: "Test Project",

14 )

15 end

16

17 # ユーザー、プロジェクト、メッセージがあれば有効な状態であること
18 it "is valid with a user, project, and message" do

19 note = Note.new(

20 message: "This is a sample note.",

21 user: @user,

22 project: @project,

23 )

24 expect(note).to be_valid

25 end

26

27 # メッセージがなければ無効な状態であること
28 it "is invalid without a message" do

29 note = Note.new(message: nil)

30 note.valid?

31 expect(note.errors[:message]).to include("can't be blank")

32 end

33
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34 # ⽂字列に⼀致するメッセージを検索する
35 describe "search message for a term" do

36 before do

37 @note1 = @project.notes.create(

38 message: "This is the first note.",

39 user: @user,

40 )

41 @note2 = @project.notes.create(

42 message: "This is the second note.",

43 user: @user,

44 )

45 @note3 = @project.notes.create(

46 message: "First, preheat the oven.",

47 user: @user,

48 )

49 end

50

51 # ⼀致するデータが⾒つかるとき
52 context "when a match is found" do

53 # 検索⽂字列に⼀致するメモを返すこと
54 it "returns notes that match the search term" do

55 expect(Note.search("first")).to include(@note1, @note3)

56 end

57 end

58

59 # ⼀致するデータが1件も⾒つからないとき
60 context "when no match is found" do

61 # 空のコレクションを返すこと
62 it "returns an empty collection" do

63 expect(Note.search("message")).to be_empty

64 end

65 end

66 end

67 end

みなさんはもしかするとテストデータのセットアップ⽅法が少し変わったことに気づいた
かもしれません。セットアップの処理を各テストから beforeブロックに移動したので、各
ユーザーはインスタンス変数にアサインする必要があります。そうしないとテストの中で変
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数名を指定してデータにアクセスできないからです。
これらのスペックを実⾏すると、こんなふうに素敵なアウトラインが表⽰されます（第2章
でドキュメント形式を使うように RSpecを設定したからです）。

Note

is valid with a user, project, and message

is invalid without a message

search message for a term

when a match is found

returns notes that match the search term

when no match is found

returns an empty collection

Project

does not allow duplicate project names per user

allows two users to share a project name

User

is valid with a first name, last name and email, and password

is invalid without a first name

is invalid without a last name

is invalid with a duplicate email address

returns a user's full name as a string

Finished in 0.22564 seconds (files took 0.32225 seconds to load)

11 examples, 0 failures

開発者の中には⼊れ⼦になった describeブロックで説明⽂の代わりにメソッド名
を書くのが好きな⼈もいます。たとえば、私が search for first name, last name,

or emailと書いたラベルは #searchになります。個⼈的にはこう書くのは好きでは
ありません。なぜならこのラベルはコードの振る舞いを定義するものであり、メソ
ッドの名前を書く場所ではないと思うからです。しかし、私はこの考え⽅について
そこまで強くこだわっているわけではありません。

どれくらい DRYだと DRYすぎるのか？

本章では⻑い時間をかけてスペックを理解しやすいブロックに分けて整理しました。しか
し、これは弊害を起こしやすい機能です。
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exampleのテスト条件をセットアップする際、可読性を考えて DRY原則に違反するのは問
題ありません。私はそう考えています。もし⾃分がテストしている内容を確認するために、
⼤きなスペックファイルを頻繁にスクロールしているようなら（もしくはあとで説明する外
部のサポートファイルを⼤量に読み込んでいるようなら）、テストデータのセットアップを
⼩さな describeブロックの中で重複させることを検討してください。describeブロックの
中だけでなく、exampleの中でも OKです。
とはいえ、そんな場合でも変数とメソッドに良い名前を付けるのは⼤変効果的です。たと
えば上のスペックでは @note1や @note2、@note3のような名前をテスト⽤のメモに使いまし
た。しかし、場合によっては @matching_note（⼀致するメモ）や @note_with_numbers_only

（数字だけのメモ）といった変数名を使いたくなるかもしれません。何が適切かはテストする
内容に依りますが、⼀般論としてはわかりやすい変数名とメソッド名を付けるように⼼がけ
てください！
このトピックについては第8章でさらに詳しく説明します。

まとめ
本章ではモデルのテストにフォーカスしましたが、このあとに登場するモデル以外のスペ
ックでも使えるその他の重要なテクニックもたくさん説明しました。

• 期待する結果は能動形で明⽰的に記述すること。 exampleの結果がどうなるかを動詞を
使って説明してください。チェックする結果は example⼀つに付き⼀個だけにしてくだ
さい。

• 起きてほしいことと、起きてほしくないことをテストすること。 exampleを書くとき
は両⽅のパスを考え、その考えに沿ってテストを書いてください。

• 境界値テストをすること。もしパスワードのバリデーションが4⽂字以上10⽂字以下な
ら、8⽂字のパスワードをテストしただけで満⾜しないでください。4⽂字と10⽂字、そ
して3⽂字と11⽂字もテストするのが良いテストケースです。（もちろん、なぜそんなに
短いパスワードを許容し、なぜそれ以上⻑いパスワードを許容しないのか、と⾃問する
チャンスかもしれません。テストはアプリケーションの要件とコードを熟考するための
良い機会でもあります。）

• 可読性を上げるためにスペックを整理すること。 describe と context はよく似た
exampleを分類してアウトライン化します。beforeブロックと afterブロックは重複を
取り除きます。しかし、テストの場合は DRYであることよりも読みやすいことの⽅が
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重要です。もし頻繁にスペックファイルをスクロールしていることに気付いたら、それ
はちょっとぐらいリピートしても問題ないというサインです。

アプリケーションに堅牢なモデルスペックを揃えたので、あなたは順調にコードの信頼性
を上げてきています。

Q&A

describeと contextはどう使い分けるべきでしょうか？ RSpecの⽴場からすれば、あなたは
いつでも好きなときに describeが使えます。RSpecの他の機能と同じく、contextはあなた
のスペックを読みやすくするためにあります。私が本章でやったように、⼀つの条件をまと
めるために contextを使うのも良いですし、アプリケーションの状態（たとえば「発射準備
完了」状態のロケットと、「準備未完了」状態のロケットなど）をまとめるために contextを
使うこともできます。

演習問題
サンプルアプリケーションにモデルのテストをさらに追加する。私はモデルが持つ⼀部の
機能にしかテストを追加していません。たとえば、Projectモデルのスペックにはバリデーシ
ョンのスペックが⽋けています。それを今、追加してみてください。もしあなたが RSpecを
使ってテストできるように設定された⾃分⾃⾝のアプリケーションを持っているなら、そこ
にもモデルスペックを追加してみてください。



訳者あとがき

このあとがきは⽇本語版の初版リリース時に作成されたものです。

伊藤淳⼀
Railsも RSpecも、⽇本では⽐較的ポピュラーな webフレームワーク/テストツールです。し
かし、⽇本語で書かれた Railsの技術書や RSpecの技術書は発売されていても、「RSpecで Rails

をテストする」というテーマだけにフォーカスを当てた⽇本の技術書はおそらくないと思い
ます。きっと、⽇本の多くの技術者は web上に散らばった情報を参考にしたり、職場のメン
バーに教えてもらったりしながら、各⾃で「RSpecで Railsをテストする⽅法」を模索し続け
ていたのではないでしょうか。実際、私がそうでしたから。
本書、「Everyday Rails - RSpecによる Railsテスト⼊⾨」（原題: Everyday Rails Testing with RSpec

）はそんな⽇本の Railsプログラマの状況をきっと変えてくれる⼀冊になると私は信じてい
ます。⾮常に初歩的な話から中級者でも知らないような⾼度なテクニックまで、これほど体
系⽴てて実践的に説明してくれる技術書は他にないからです。本書を読んで内容を理解し、
Aaronが⾔うとおりに⾃分のアプリケーションで⾃動テストを組みこんで練習すれば、全く
の RSpec初⼼者でも⼀気に⾃動テストのスキルを向上させることができるはずです。⽬を使
って読むだけではなく、ぜひ⾃分の⼿と頭を動かして本書の内容を⾝体で理解してくださ
い！
最後に、私の家族へ向けて感謝の気持ちを。スーパーマンではなく、ただの凡⼈である私
は、翻訳の作業時間を作るために家族との時間を削ることぐらいしかできませんでした。妻
にも⼦どもたちにも、ここ数ヶ⽉はちょっと淋しい思いをさせていたかもしれません。今ま
で我慢してくれてどうもありがとう。この翻訳の仕事が落ち着いたら、みんなでどこかのん
びりと旅⾏にでも⾏きましょう！
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お忙しい中、ベータ版のレビューをしてくれた橋⽴友宏さん³¹、⻄川茂伸さん³²、遠藤⼤介
さん³³にも⼤変助けられました。どなたも我々だけでは気付かなかった翻訳の問題点や技術
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Everyday Railsについて
Everyday Railsは Ruby on Railsに関する Tipsやアイデアを紹介するブログです。あなたのア

プリケーション開発に役⽴つ素晴らしいツールやテクニック等も紹介しています。Everyday

Railsの URLはこちらです。https://everydayrails.com/

https://everydayrails.com/


著者について
Aaron Sumnerは20年以上 Webアプリケーションを開発しています。その間彼は CGIを

AppleScriptで（本当です）、Perlで、PHPで、そして Rubyと Railsで作ってきました。仕事を
終えてテキストエディタの前から離れると、Aaronは写真や野球（Cardinalsを応援していま
す）、カレッジスポーツ（カンザス⼤学 Jayhawksのファンです）、アウトドアクッキング、⽊
⼯制作、ボーリングなどを楽しんでいます。彼は妻の Eliseと5匹の猫、それに1匹の⽝と⼀緒
に、オレゴン州のアストリアに住んでいます。

Aaronの個⼈ブログは https://www.aaronsumner.com/です。「Everyday Rails - RSpecによる
Railsテスト⼊⾨」（原題: Everyday Rails Testing with RSpec）は彼が書いた最初の本です。

https://www.aaronsumner.com/
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伊藤淳⼀
株式会社ソニックガーデン³⁶に勤務する Railsプログラマ。プログラミングスクール「フィ
ヨルドブートキャンプ³⁷」のメンターでもある。ブログ³⁸やQiita³⁹などで公開したプログラミ
ング関連の記事多数。著書に「プロを⽬指す⼈のための Ruby⼊⾨⁴⁰」（技術評論社）がある。
Twitterアカウントは@jnchito⁴¹。

³⁶https://www.sonicgarden.jp
³⁷https://bootcamp.fjord.jp/
³⁸https://blog.jnito.com
³⁹https://qiita.com/jnchito
⁴⁰https://gihyo.jp/book/2021/978-4-297-12437-3
⁴¹https://twitter.com/jnchito
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カバーの説明
カバーで使⽤した実⽤的で信頼性の⾼そうな⾚いピックアップトラックの写真⁴²は

iStockphotoの投稿者であるHabman_18⁴³によって撮影されたものです。私は⻑い時間をかけて
（もしかすると⻑すぎたかも）カバー⽤の写真を探しました。私がこの写真を選んだ理由は、
この写真が Railsのテストに対する私の姿勢を表していると思ったからです。つまり、どちら
も派⼿ではなく、⽬的地に到達する最速の⼿段になるとは限りませんが、頑丈で頼りになり
ます。そして、この⾞は Rubyのような⾚⾊です。いや、もしかすると緑⾊の⽅が良かったか
もしれません。スペックがパスするときの⾊みたいに。むむむ。

⁴²http://www.istockphoto.com/stock-photo-16071171-old-truck-in-early-morning-light.php?st=1e7555f
⁴³https://www.istockphoto.com/jp/portfolio/Habman_18
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変更履歴
2024/01/09

• Rails 7.1および RSpec Rails 6.1に対応。
• 推奨 Rubyバージョンを3.3.0に変更。
• サンプルアプリケーションを Rails 7.1で作り直したため、リポジトリ URLを変更。
• 新しいサンプルアプリケーションのコードや挙動と⼀致するように本書の記述を修正。
• リンク切れしていたいくつかのリンクを新しい URLに修正。

2023/08/06

• Webdrivers gemが Chrome 115以降をサポートしなくなったため、Webdriversの代わりに
selenium-webdriverの ChromeDriver⾃動ダウンロード機能を使うように本⽂の説明とサ
ンプルコードを修正。（第6章および第10章）

• selenium-webdriverの ChromeDriverの⾃動ダウンロード機能は Ruby 3.0以上が必須であ
るため、本書の動作確認バージョンも Ruby 3.0以上に変更。（第1章）

• 上記の修正にあわせて「本書執筆時点」の記述を2023年8⽉に変更。

2023/04/01

• Relishの閉鎖に伴い、「Railsのテストの関するさらなる情報源」にあった RSpecの公式
ドキュメントの説明⽂と URLを変更。

2023/03/03

• 第10章の「メール送信をテストする」にあった誤字を修正。

2023/01/05

• サンプルアプリケーションの Rubyバージョンを3.2.0にアップデートしたことに伴い、
本書内に記述していた Rubyのバージョンも3.2.0に変更（バージョン番号の変更のみで、
サンプルコードや本⽂の修正はなし）。

• これにあわせて「本書執筆時点」の記述を2023年1⽉に変更。
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2022/11/03

• サンプルアプリケーションの gemをアップデートしたことに伴い、本書内に記述して
いた RSpec Railsのバージョンを6.0に、RSpec本体のバージョンを3.12に変更（バージョ
ン番号の変更のみで、サンプルコードや本⽂の修正はなし）。

• これにあわせて「本書執筆時点」の記述を2022年11⽉に変更。
• 訳者紹介にあったリンクの設定ミスを修正。

2022/07/30

• 第11章の「レッドからグリーンへ」にあった誤字を修正。

2022/05/11

• 第8章の「サポートモジュール」にあった出⼒結果を⼀部修正。加えて訳注を追記。
• 第8章の「カスタムマッチャ」にあった記述ミスを修正。
• 第9章の「タグ」で filter_runと run_all_when_everything_filteredを組み合わせる
代わりに、RSpec 3.5から追加された filter_run_when_matchingを使うように変更。

• 第11章に残っていた login_asを sign_inに修正。

2022/04/20

• サンプルアプリケーションを importmap-railsに移⾏したことに伴い、第1章のセットア
ップ⼿順を⼀部修正。

2022/03/05

• 第10章の「ファイルアップロードのテスト」にあった、ファイルを⾃動的に削除するコ
ードを修正。

•「Railsのテストに関するさらなる情報源」にあった、⽇本語版 Better Specsに関する記述
を削除（⽇本語版ページが削除されていたため）。

2022/02/07

• 第5章の「GETリクエストをテストする」にあった誤字を修正。
• 第11章の「外から中へ進む（Going outside-in）」にあったサンプルコードの記述ミスを修
正。

2022/01/28

• 第5章の「ユーザー⼊⼒のエラーをテストする」にあったサンプルコードの記述ミスを
修正。
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2022/01/17

• ⽇本語版独⾃のアップデートを実施。Rails 7.0および RSpec Rails 5.0に対応。
• その他、具体的な修正点については「⽇本語版独⾃のアップデート内容について」を参
照。

• 伊藤淳⼀、秋元利春、⿂振江の3⼈体制から、伊藤淳⼀のみへ翻訳体制を変更。

2021/11/12

• 第3章の「インスタンスメソッドをテストする」にあったサンプルコードの記述ミスを
修正。

2020/03/07

• 第1章に⽇本語版独⾃の補⾜説明として「サンプルアプリケーションに関する補⾜説明」
を追記。

2019/10/01

• 第10章にあったジェネレータコマンドの脱字を修正。

2019/09/20

• 第4章の「アプリケーションにファクトリを追加する」の項に、ファクトリの定義⽅法
に関する訳注を追記。

2019/09/05

• 第4章の「Factory Botをインストールする」の項に訳注を追記。

2019/04/08

原著の2019/04/07版に追従。具体的には以下の内容を修正。
第6章

• chromedriver-helperの代わりに webdriversを使うように説明内容を変更。

2019/02/25

• 第3章にあった軽微な誤字を修正。

2019/01/07

• 第11章にあった軽微な脱字を修正。
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2018/09/12

• 第4章に訳注（原⽂は「⼆つ⽬」になっていますが、「⼀つ⽬」が正だと思われます）を
追加。

2018/09/06

原著の2018/08/22版に追従。
新規追加

• 付録 A「システムスペックに移⾏する」を追加。

全般（GitHubのサンプルコード）

• READMEにあった”work in progress”（作成中）の⽂⾔を削除。
• Ruby 2.5で表⽰されていたシンタックスエラーを修正するために Deviseをアップデート
（サンプルコードへの影響はなし）。

第8章

• Wardenが提供している login_asヘルパーを、Deviseが提供している sign_inヘルパー
に変更。

第10章

• geocoder gemが IPベースのジオコーディングに IPInfo.ioをデフォルトで使うように変更
されたことに伴い、ジオコーディングのコード例を修正。

• Wardenが提供している login_asヘルパーを、Deviseが提供している sign_inヘルパー
に変更。

第11章

• Wardenが提供している login_asヘルパーを、Deviseが提供している sign_inヘルパー
に変更。

2018/08/02

• 第8章にあった typoを修正。

2018/07/11

• 第6章にあった軽微なフォーマット問題を修正。
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2018/07/10

原著の2018-06-04版に追従。具体的には以下の内容を修正。
第3章

• be_emptyマッチャ周辺の説明を変更（原著で発⽣していた Leanpubのフォーマット問
題を回避するため）

第4章

• Factory Girlを Factory Botに変更（本書全体）

第6章

• chromedriverをインストールするために chromedriver-helperを使⽤するように変更

第8章

• Wardenのヘルパーメソッドではなく、Deviseの feature helperを使⽤するように変更

第10章

• メール送信の統合テストに関する説明を修正
• receive_message_chainに関する説明を改善

第11章

• focusと focus: trueの関係性について、説明を追加
• プロジェクトモデルの completed?メソッドに関する説明を改善
• モデルやコントローラの外部に置いたロジックのテストに関する説明を追加

その他

• 軽微な記述間違いの修正
• 原著に反映された訳注の削除

2018/03/31

• 翻訳の⾒直し・改善
• 誤字脱字の修正
• シンタックスハイライトや⾏番号のフォーマット修正
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2018/02/21

• Rails 5.1 + RSpec 3.6版に全⾯改訂。（原著の2017/11/27版に追従）

2017/05/05

• 第5章の「整理」で提⽰したコードを実装コードと⼀致するように修正。

2017/04/29

• 第4章と第5章にあった誤記を修正。

2017/03/21

•「追加コンテンツ「RSpecユーザのための Minitestチュートリアル」について」にあった
typoを修正。

2016/10/10

• 第5章の細かい⽂章表現を改善。

2016/06/08

• 第10章にあった typoを修正。

2015/09/15

• 第9章にあった typoを修正。

2015/06/30

• 追加コンテンツ「RSpecユーザのためのMinitestチュートリアル」に関する説明を追加。

2014/12/29

• 原著の2014-12-19版に追従。
– binstubを使⽤するサンプルコードの修正
– DatabaseCleanerに関する説明をアップデート（第8章）
– タグに関する情報を追加（第9章）
– pendingから skipへの変更とその理由の説明（第9章）
– ファイルアップロードのサンプルコードを修正（第10章）
– APIのテストで have_http_statusマッチャを使うように変更（第10章）
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– rails scaffoldを使⽤する際に、不要な assetsやヘルパーを作成しない⽅法を説明
（第11章）
– 情報源リストのアップデート
– その他、細かい⽂章の改善

2014/11/23

• 第3章にあった軽微な翻訳ミスを修正。

2014/10/24

• RSpec 3.xと Rails 4.1に対応したメジャーアップデート版を公開。
• 第10章に外部サービスのテスト、APIのテスト等を加筆.

• RSpec 2.99に関する章を削除。（必要であれば⼀つ前の版をダウンロードしてください。）
• その他、細かい情報のアップデートや表現の修正等を実施。

2014/07/17

• iPad版の Kindleで表⽰したときに、鍵マークやエクスクラメーションマークのアイコ
ンが⼤きく表⽰される問題を修正。

2014/05/22

• 第12章「RSpec 3に向けて」を新しく追加。

2014/04/22

• 第4章にあった軽微な誤字を修正。

2014/04/17

• 第5章にあった軽微な誤字を修正。

2014/02/28

• 正式版第1版作成。
•「サンプル」の訳を「example」に変更。
•「共有サンプル」の訳を「shared examples」に変更。
•「テストの主語」となっていた箇所を「テストの対象」に変更。
• 訳者あとがき、⽇本語版の謝辞、および訳者紹介のページを追加。
• 翻訳全体に関して、⽇本語としての読みやすさを改善。
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• 誤字脱字、表記の揺れ、フォーマット崩れ、段落先頭の字下げの⽂字数、シンタックス
ハイライトの不⼀致等を修正。

• 原著に合わせる形でサンプルコードに⾏番号を表⽰（表⽰されていない部分は原著通
り）。

• 原著の2014-02-24版に追従。
– selenium-webdriver gemのバージョンを 2.35.1から 2.39に変更（第2章）。
– 場所の重要性が本書の後半で重要になる理由を追記（第3章）。
– eqと includeが定義されている gemに関する情報の誤りを修正（第3章）。
– beforeメソッドの初期値に関する説明を追加（第3章）。
– /contacts/:contact_id/phones/:id のパスが phone になっていたミスを修正
（第5章）。
– カスタムマッチャの定義例に関するリンクを変更（第7章）。
– Seleniumの依存関係に関する説明を追記（第8章）。
– Guardを使った CSSコンパイルが Sassや LESSを指していることを追記（第9章）。
– モックのサンプルコードで beforeブロックを2回記述してたミスを修正（第9章）。
–「古い習慣に戻らないでください！」のセクションで抜けていた後半部分の記述を追
加（第12章）。

– Relishが古いバージョンの RSpecをサポートしなくなったため、「Relishの RSpecド
キュメント」のセクションにあった後半の記述を削除（Railsのテストの関するさ
らなる情報源）。

– いくつかのサンプルコードにおいて⼩規模なリファクタリングを実施。

2014/02/10

• rspec-railsの typoを修正（第2章）。
• PDFで⾒た場合に、⼀部の⽂章がページの外にはみ出してしまう問題を修正（第2章、お
よび Railsのテストの関するさらなる情報源）。

2014/02/07

• ベータ版第1版作成（原著の2013/10/07版を翻訳）。
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